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明
治
十
八
年
・
小
笠
原
島
兇
徒
聚
衆
事
件
裁
判
考

手

塚

豊

明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

噌二三四五

は
し
が
き

小
笠
原
島
に
お
け
る
当
時
の
裁
判
、

事
件
の
概
況

裁
判
の
経
過
と
、
そ
の
結
末

む
す
び

は
し
が
き

警
察
機
構
と
、
監
獄

　
明
治
十
八
年
四
月
、
絶
海
の
孤
島
で
且
つ
人
口
も
僅
少
で
あ
っ
た
小
笠
原
島
に
お
い
て
、
兇
徒
聚
衆
事
件
が
発
生
し
た
。
当
時
の
小
笠

原
島
は
、
正
規
の
裁
判
所
も
警
察
署
も
存
在
せ
ず
、
東
京
府
出
張
所
が
そ
れ
ら
を
全
て
兼
ね
て
い
る
行
政
、
司
法
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
事
件
は
そ
う
し
た
他
に
類
例
を
み
な
い
特
異
な
場
所
で
惹
起
し
た
注
目
す
べ
き
騒
擾
事
件
で
あ
る
。
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さ
ら
に
ま
た
．
こ
の
事
件
の
裁
判
で
は
、
島
か
ら
東
京
へ
送
ら
れ
た
主
犯
八
名
は
、
東
京
重
罪
裁
判
所
で
全
員
有
罪
、
服
罪
者
一
名
を

の
ぞ
き
他
の
七
名
は
上
告
、
大
審
院
か
ら
移
送
さ
れ
た
横
浜
重
罪
裁
判
所
で
は
、
検
察
官
の
公
訴
権
拗
棄
に
よ
り
、
全
員
無
罪
と
な
っ
て

い
る
。
他
方
、
島
の
東
京
府
出
張
所
で
開
か
れ
た
軽
罪
裁
判
所
の
審
理
で
、
罰
金
、
科
料
に
処
せ
ら
れ
た
附
和
随
行
犯
三
十
九
名
は
．
後

に
詳
述
す
る
ご
と
く
主
犯
の
無
罪
に
刺
激
さ
れ
、
直
に
再
審
を
請
求
、
こ
れ
が
却
下
さ
れ
た
た
め
、
非
常
上
告
の
機
会
が
失
わ
れ
、
結
局
、

第
一
審
に
服
罪
し
て
牢
死
し
た
主
犯
一
名
と
共
に
、
明
治
二
十
二
年
憲
法
発
布
の
際
の
大
赦
令
に
よ
っ
て
赦
免
と
な
っ
た
。
当
時
の
兇
徒

聚
衆
事
件
の
裁
判
が
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
こ
と
、
と
く
に
主
犯
が
無
罪
に
な
っ
た
の
は
．
か
な
り
珍
ら
し
く
、
そ
の
点
か
ら
も
．

こ
の
事
件
は
明
治
の
裁
判
史
に
お
い
て
異
色
の
ケ
ー
ス
の
一
つ
と
み
て
い
い
。

　
こ
の
事
件
に
最
初
に
ふ
れ
た
文
献
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
明
治
二
十
一
年
一
月
出
版
の
磯
村
貞
吉
著
「
小
笠
原
島
要
覧
」
で
あ
る
．

同
書
は
事
件
の
経
過
を
淡
々
と
約
二
頁
に
亘
っ
て
述
べ
、
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
無
罪
判
決
に
も
ふ
れ
「
遂
に
多
年
の
冤
柾
を
雪
き
白
日
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

天
の
身
と
な
れ
り
是
畢
寛
公
正
た
る
法
官
が
明
断
の
致
す
所
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
無
罪
判
決
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
た
め
か
、
東
京

府
出
張
所
へ
強
訴
し
た
と
云
う
よ
う
な
状
況
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
。

　
同
年
七
月
、
小
笠
原
島
庁
が
編
さ
ん
し
た
「
小
笠
原
島
誌
纂
」
も
、
約
二
頁
半
に
亘
っ
て
事
件
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ
こ
で
も
結
局
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

件
が
無
罪
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
書
が
、
磯
村
氏
の
前
掲
書
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、

そ
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

　
明
治
三
十
九
年
十
一
月
、
小
笠
原
道
庁
の
依
嘱
に
よ
り
山
方
石
之
助
氏
に
よ
っ
て
編
さ
ん
出
版
さ
れ
た
「
小
笠
原
島
志
」
は
、
前
述
の

「
小
笠
原
島
誌
纂
」
を
全
般
的
に
敷
術
、
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
約
二
頁
に
亘
る
事
件
関
係
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
加
筆
が

　
　
　
　
　
（
3
）

行
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
著
書
と
は
別
に
、
明
治
二
十
六
年
編
さ
ん
の
「
警
視
庁
史
稿
」
巻
之
一
に
は
、
僅
か
数
行
で
は
あ
る
が
、
こ
の
事
件
を
紹
介
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
記
事
が
あ
る
、
そ
の
中
に
は
、
後
述
の
ご
と
き
注
目
す
べ
き
指
摘
を
ふ
く
ん
で
い
た
。
こ
の
記
事
は
、
大
正
十
三
年
八
月
発
行
の
「
自

2
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（
5
）

警
・
警
視
庁
創
設
五
十
周
年
記
念
号
」
の
「
警
視
庁
雑
纂
」
の
項
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
昭
和
三
十
四
年
出
版
の
「
警
視
庁
史
」
明
治
編
に
は
「
小
笠
原
島
民
事
件
」
と
し
て
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
記
事
を
一
頁
余
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

亘
っ
て
載
せ
て
い
る
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
事
件
を
「
明
治
十
五
年
四
月
」
と
す
る
誤
り
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
小
笠
原
島
兇
徒
聚
衆
事
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
事
件
直
後
か
ら
そ
れ
を
紹
介
し
た
文
献
が
な
く
は
な
い
が
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ず
れ
も
比
較
的
簡
単
な
記
事
で
あ
っ
て
、
と
く
に
事
件
を
細
か
く
考
証
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
事
件
を
も
っ
と
も
詳
細
に
考
察
し
た

文
献
の
囑
矢
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
「
展
望
」
九
月
号
に
発
表
さ
れ
た
松
本
健
一
氏
の
「
小
笠
原
島
コ
ン
、
ミ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ン
論
　
　
小
笠
原
島
兇
徒
瀟
集
事
件
に
つ
い
て
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
一
文
は
同
年
末
に
発
行
さ
れ
た
同
氏
の
「
孤
島
コ
ン
、
・
・
ユ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

論
」
に
収
録
さ
れ
た
。

　
松
本
氏
は
、
当
時
の
新
聞
報
道
あ
る
い
は
国
会
図
書
館
所
蔵
文
書
な
ど
を
か
な
り
丹
念
に
渉
猟
し
て
事
件
を
考
察
し
て
お
ら
れ
る
。
し

か
し
、
同
氏
は
法
律
家
で
は
な
い
た
め
か
、
法
律
問
題
に
ふ
れ
た
部
分
に
は
か
な
り
の
誤
解
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
の
点
で
も
、
か
な
り

恣
意
的
な
解
釈
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
私
と
L
て
は
、
同
氏
の
見
解
に
は
、
後
述

の
．
こ
と
く
全
部
が
全
部
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
松
本
氏
の
研
究
で
、
こ
の
事
件
を
知
ら
れ
た
作
家
の
青
山
光
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

氏
は
「
落
目
と
綺
羅
の
入
江
と
」
の
中
で
、
こ
の
事
件
に
若
干
論
及
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
兇
徒
聚
衆
事
件
の
裁
判
の
過
程
を
、
出
来
る
限
り
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
．
史
料
の
蒐
集
も
十
分
で
な

い
未
熟
な
論
考
で
は
あ
る
が
、
大
方
の
御
示
教
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
磯
村
貞
吉
「
小
笠
原
島
要
覧
」
・
明
治
二
十
一
年
・
一
一
七
頁
i
一
一
八
頁
．

　
（
2
）
　
小
笠
原
島
庁
編
「
小
笠
原
島
誌
纂
」
・
明
治
二
十
一
年
・
一
〇
三
頁
ー
一
〇
五
頁
。
こ
の
書
物
は
、
当
時
の
島
司
小
野
田
元
熈
の
調
査
、
編
さ

　
　
ん
に
よ
る
も
の
と
い
う
（
小
野
田
正
一
「
小
野
田
元
熈
」
・
昭
和
四
十
四
年
’
一
一
六
頁
）
。

　
（
3
）
　
山
方
石
之
助
「
小
笠
原
島
志
」
・
明
治
三
十
九
年
・
二
二
六
頁
－
二
二
八
頁
．

　
（
4
）
　
「
警
視
庁
史
稿
」
巻
之
一
・
明
治
二
十
六
年
・
四
四
八
頁
。

3
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（
5
）
　
「
塾
、
一
口
視
庁
雑
纂
」
・
「
自
警
・
警
視
庁
創
立
五
十
年
記
念
号
」
・
大
正
十
三
年
八
月
号
二
二
四
頁
ー
三
五
頁
。

（
6
）
　
「
警
視
庁
史
・
明
治
篇
」
・
昭
和
三
十
四
年
・
一
八
七
頁
－
一
八
八
頁
．

（
7
）
　
昭
和
四
十
二
年
出
版
の
青
木
虹
二
「
明
治
農
民
騒
擾
の
年
次
的
研
究
」
年
表
八
○
頁
に
も
、
事
件
の
存
在
が
東
京
日
日
新
聞
の
記
事
を
典
拠
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
．

（
8
）
　
松
本
健
一
「
小
笠
原
島
コ
ソ
、
・
三
ー
ソ
論
i
小
笠
原
島
兇
徒
囎
集
事
件
に
つ
い
て
i
』
・
「
展
望
」
昭
和
四
十
七
年
第
九
号
・
一
二
六
頁
以

下
．

（
9
）
松
本
健
一
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
昭
和
四
十
七
年
・
一
五
一
頁
以
下
。

（
1
0
）
　
青
山
光
二
「
母
な
る
海
の
声
」
・
昭
和
六
十
二
年
・
二
＝
一
頁
－
二
一
四
頁
。

4

　
　
　
　
　
　
二
　
小
笠
原
島
に
お
け
る
当
時
の
裁
判
、
警
察
機
構
と
、
監
獄

　
小
笠
原
を
管
轄
す
る
行
政
機
関
は
、
明
治
九
年
三
月
十
日
、
島
の
事
務
を
内
務
省
の
所
属
と
定
め
、
省
内
に
小
笠
原
島
事
務
所
が
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
れ
た
の
に
端
を
発
し
、
七
月
三
十
一
日
に
設
置
が
決
定
し
た
小
笠
原
島
内
務
省
出
張
所
が
、
そ
の
嗜
矢
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
八
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

以
降
十
月
ま
で
の
間
に
、
出
張
所
長
の
内
務
権
少
丞
小
花
作
助
以
下
十
七
名
の
在
勤
官
員
が
任
命
さ
れ
、
彼
等
は
十
二
月
二
十
二
日
に
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

京
を
出
発
、
三
十
一
日
に
島
に
到
着
、
父
島
扇
浦
に
出
張
所
を
開
設
し
た
．

　
そ
れ
よ
り
先
き
明
治
九
年
十
月
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
よ
り
下
付
さ
れ
た
小
笠
原
内
務
省
出
張
所
職
制
並
事
務
章
程
に
よ
る
と
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

所
管
事
務
の
中
に
は
、
警
察
並
に
民
刑
事
の
裁
判
に
関
す
る
事
項
は
み
あ
た
ら
な
い
．
そ
の
頃
の
島
の
住
民
は
日
本
人
二
名
、
外
国
人
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

十
九
名
、
合
計
七
十
一
名
に
す
ぎ
ず
、
そ
う
し
た
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

　
そ
の
後
ち
約
一
年
十
ヵ
月
を
経
た
明
治
十
一
年
十
月
、
漸
く
警
察
、
裁
判
に
関
す
る
権
限
が
、
太
政
官
か
ら
小
笠
原
島
内
務
省
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
与
え
ら
れ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。



　
　
内
務
省
へ
達
　
　
十
一
年
十
月
二
十
八
日

小
笠
原
島
其
省
出
張
所
へ
自
今
島
内
裁
判
事
務
及
警
察
事
務
ヲ
被
附
候
条
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
内
務
権
少
書
記
官
小
花
作
助
へ
達

今
般
内
務
省
へ
別
紙
ノ
通
相
達
候
二
付
テ
ハ
在
勤
中
判
事
兼
任
ノ
心
得
ヲ
以
テ
島
内
裁
判
事
務
取
扱
被
仰
付
候
事

　
　
司
法
省
へ
達

今
般
小
笠
原
島
々
内
裁
判
事
務
ノ
儀
二
付
内
務
省
其
外
へ
別
紙
之
通
相
達
候
条
此
旨
可
相
心
得
事

明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

　
こ
う
し
た
措
置
を
求
め
た
十
一
年
十
一
月
十
八
日
付
の
内
務
省
上
申
に
よ
る
と
「
小
笠
原
島
ノ
儀
追
々
居
留
ノ
人
員
増
加
致
シ
付
テ
ハ

ロ
論
闘
争
等
ノ
儀
往
々
有
之
取
締
向
甚
差
支
候
間
同
地
二
有
之
当
省
出
張
所
へ
裁
判
及
警
察
事
務
ヲ
被
附
候
様
致
度
云
々
」
と
述
べ
て
い

（
8
）る
。
内
務
省
出
張
所
は
島
へ
の
移
住
を
奨
励
す
る
た
め
、
十
年
十
一
月
七
日
「
移
住
民
給
与
規
則
」
を
定
め
て
、
移
住
者
に
物
的
援
助
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
（
1
0
）

与
え
た
た
め
、
逐
次
住
民
が
増
加
し
て
い
た
。
そ
れ
が
た
め
警
察
、
裁
判
事
務
が
緊
急
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
．
と
く
に
小
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

権
少
書
記
官
は
、
日
本
国
籍
を
も
た
な
い
原
住
民
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
細
か
い
指
示
を
司
法
省
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
裁
判
が
行
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
ま
た
、
警
察
に
つ
い
て
は
、
十
一
年
十
二
月
三
日
、
内
務
省
出
張
所
警
察
事
務
巡
視
条
例
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
格
別
に
警
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

巡
査
を
置
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
職
員
が
警
察
事
務
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
二
年
一
月
に
は
東
京
府
違
式
註
違
条
目
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

抜
粋
を
島
内
に
掲
示
、
ま
た
同
年
七
月
に
は
売
淫
取
締
な
ど
の
警
察
活
動
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
明
治
十
三
年
十
月
、
内
務
省
出
張
所
が
島
か
ら
徹
退
し
、
東
京
府
が
そ
の
跡
を
引
き
つ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
裁
判
、
警
察
の
権
限
も
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

然
に
東
京
府
出
張
所
が
承
継
し
た
。
ま
ず
裁
判
事
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

司
法
省
ヨ
リ
在
小
笠
原
島
内
務
権
少
書
記
官
小
花
作
助
へ
達
　
　
十
三
年
十
月
二
十
八
日
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今
般
小
笠
原
島
ヲ
東
京
府
ノ
管
轄
二
属
セ
ラ
レ
候
二
付
テ
ハ
島
内
裁
判
事
務
ノ
儀
当
分
東
京
府
出
張
所
ハ
致
委
任
候
条
該
事
務
同
府
出
張
ノ
吏
員
へ
可

引
渡
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
司
法
省
ヨ
リ
東
京
府
へ
達
　

十
三
年
十
月
二
十
八
日

小
笠
原
島
裁
判
事
務
ノ
儀
当
分
其
府
出
張
所
へ
委
任
候
条
内
務
省
権
少
書
記
官
小
花
作
助
ヨ
リ
該
事
務
可
引
受
儀
ト
可
相
心
得
事

　
　
　
司
法
省
ヨ
リ
在
小
笠
原
東
京
府
一
等
属
兼
判
事
補
藤
森
図
高
へ
達
　
　
十
三
年
十
月
二
十
八
目

小
笠
原
島
裁
判
事
務
ノ
儀
二
付
本
日
別
紙
ノ
通
リ
東
京
府
へ
相
達
候
条
曾
テ
内
務
省
権
少
書
記
官
小
花
作
助
へ
及
指
令
置
候
通
相
心
得
事
務
可
取
扱
此

旨
相
達
候
事

　
　
　
司
法
省
ヨ
リ
大
審
院
東
京
上
等
裁
判
所
へ
達
　
　
十
三
年
十
月
二
十
八
日

今
般
小
笠
原
島
ヲ
東
京
府
ノ
管
轄
二
属
セ
ラ
レ
候
就
テ
ハ
東
京
府
及
同
府
一
等
属
判
事
補
藤
森
図
高
へ
別
紙
ノ
通
相
達
候
条
此
旨
可
相
心
得
事

6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
藤
森
は
、
内
務
省
十
等
出
仕
と
し
て
、
明
治
九
年
十
月
、
内
務
省
出
張
所
設
立
当
初
か
ら
在
勤
し
て
い
た
が
、
東
京
府
出
張
所
設
立
に

際
し
、
内
務
省
か
ら
東
京
府
の
職
員
に
転
じ
て
、
出
張
所
長
に
就
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
彼
は
内
務
省
時
代
か
ら
英
語
の
通
訳
を
兼

　
　
　
　
　
（
1
8
）

ね
て
い
た
か
ら
、
そ
の
特
技
が
買
わ
れ
て
東
京
府
へ
招
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
藤
森
が
判
事
補
を
兼
任
し
た
年
月
日
は
明
ら
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

な
い
が
、
前
述
の
十
一
年
十
一
月
、
内
務
省
出
張
所
に
裁
判
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
時
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
．

「
司
法
沿
革
誌
」
の
明
治
十
四
年
四
月
十
二
目
の
条
に
「
小
笠
原
島
在
勤
東
京
府
官
吏
二
判
事
補
ヲ
兼
ネ
シ
メ
付
ス
ル
ニ
始
審
裁
判
所
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

権
限
ヲ
以
テ
ス
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
翌
十
五
年
か
ら
治
罪
法
が
施
行
さ
れ
、
大
巾
な
裁
判
制
度
の
変
革
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
小
笠
原
島
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
司
法
省
内
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
（
2
2
）

　
因
み
に
藤
森
は
明
治
十
四
年
六
月
に
島
で
病
死
、
同
年
八
月
、
そ
の
後
任
に
東
京
府
準
奏
任
御
用
掛
南
貞
助
が
任
命
さ
れ
た
。

　
次
に
警
察
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
明
治
十
三
年
十
月
、
東
京
府
出
張
所
設
立
の
際
、
太
政
官
よ
り
内
務
省
、
東
京
府
へ
次
の
ご
と
く
通

　
　
　
（
2
3
）

達
さ
れ
た
。



明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

　
　
　
内
務
省
へ
達
　

十
三
年
十
月
二
十
六
日

小
笠
原
島
警
察
事
務
ノ
儀
別
紙
ノ
通
東
京
府
へ
相
達
候
条
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
東
京
府
へ
達
　
　
十
三
年
十
月
二
十
六
日

小
笠
原
島
警
察
事
務
自
今
其
府
へ
被
付
候
条
此
旨
相
達
候
事

こ
の
通
達
に
も
と
づ
き
、
東
京
府
は
次
の
ご
と
く
布
達
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
　
東
京
府
布
達
　
　
尉
雛
咋
計
朝
顎
＋
八
日

小
笠
原
島
警
察
事
務
自
今
当
府
へ
被
付
候
条
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
東
京
府
布
達
　
　
尉
矩
畔
計
寵
㌃
八
日

小
笠
原
島
へ
当
府
出
張
所
ヲ
設
ケ
該
島
一
切
ノ
事
務
ヲ
取
扱
且
警
察
事
務
ノ
義
ハ
警
部
巡
査
ヲ
置
カ
ス
出
張
吏
員
ヲ
シ
テ
為
取
扱
候
条
此
旨
布
達
候
事

　
す
な
わ
ち
、
内
務
省
出
張
所
時
代
と
同
様
に
警
察
官
は
置
か
ず
、
出
張
所
の
一
般
職
員
が
警
察
事
務
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
五
年
一
月
一
日
、
あ
ら
た
に
刑
法
、
治
罪
法
が
施
行
さ
れ
た
。
前
に
も
二
一
目
し
た
ご
と
く
と
く
に
治
罪
法
に
よ
っ
て
裁
判
制
度

は
機
構
、
手
続
共
に
一
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
笠
原
島
に
限
っ
て
は
現
状
維
持
の
方
針
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

に
述
べ
た
。
そ
こ
で
、
治
罪
法
施
行
に
先
立
つ
十
四
年
十
月
、
次
の
よ
う
な
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
布
告
　
　
辮
遡
牌
肝
月
七
日

　
小
笠
原
島
裁
判
事
務
当
分
東
京
府
出
張
所
ニ
テ
治
安
裁
判
所
脚
謝
髄
囎
始
審
裁
判
所
辮
糖
薦
罪
権
限
ヲ
以
テ
裁
判
セ
シ
メ
民
刑
事
控
訴
及
重
罪
裁
判
ハ
東
京

　
控
訴
裁
判
所
ノ
管
轄
ト
相
定
メ
明
治
十
五
年
一
月
一
日
ヨ
リ
施
行
候
条
此
旨
布
告
候
事

　
　
　
但
該
島
二
於
テ
治
罪
ノ
手
続
ハ
適
宜
取
扱
フ
ヘ
シ

7
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す
な
わ
ち
東
京
府
出
張
所
は
、
新
し
い
明
治
十
五
年
刑
法
の
違
警
罪
及
び
軽
罪
に
つ
い
て
の
裁
判
権
を
有
し
た
が
、
そ
の
治
罪
手
続
は

か
な
ら
ず
し
も
治
罪
法
の
規
定
に
よ
ら
な
い
例
外
が
み
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
十
五
年
に
は
、
原
住
の
外
国
人
も
す
べ
て
日
本
に
帰
化
し
、
ま
た
移
住
者
も
逐
次
増
加
し
、
十
八
年
一
月
一
日
現
在
の
島
の
人
口
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

帰
化
人
を
ふ
く
み
五
三
一
人
に
達
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
頃
、
小
笠
原
出
張
所
に
お
い
て
民
刑
事
の
裁
判
が
行
わ
れ
た
公
算
も
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
私
は
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
た
文
献
に
接
し
な
い
。

　
明
治
十
八
年
四
月
、
事
件
勃
発
当
時
、
司
法
省
の
裁
判
職
員
を
兼
任
し
て
い
た
出
張
所
職
員
は
、
判
事
補
が
四
等
属
河
出
良
二
、
司
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

省
十
六
等
出
仕
が
九
等
属
の
石
垣
永
助
と
中
島
藍
州
、
十
七
等
出
仕
が
十
等
属
喜
多
悦
蔵
で
あ
っ
た
。

　
警
察
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
を
東
京
府
が
内
務
省
か
ら
引
き
つ
い
だ
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら
詳
し
い
状
況
は
不
明
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

あ
る
が
、
出
張
所
職
員
の
中
か
ら
特
定
の
者
が
若
干
名
「
警
察
掛
」
に
任
命
さ
れ
て
居
り
、
そ
れ
ら
の
者
が
勤
務
す
る
警
察
署
お
よ
び
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

署
と
称
す
る
役
所
も
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
監
獄
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
一
年
十
月
、
小
笠
原
島
内
務
省
出
張
所
が
置
か
れ
た
際
、
そ
の
必
要
が
み
と
め
ら
れ
、
扇
浦
に
新
築
し
て

番
人
を
置
ぎ
．
そ
の
後
、
東
京
府
が
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
が
．
十
五
年
、
東
京
府
出
張
所
が
扇
浦
か
ら
大
村
へ
移
っ
た
際
．
大
村
へ
移
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

て
新
築
、
十
七
年
七
月
に
落
成
し
た
と
い
う
が
、
き
わ
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
明
治
十
八
年
当
時
の
小
笠
原
島
に
お
け
る
裁
判
機
構
、
警
察
、
監
獄
の
状
況
は
、
以
上
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
小
笠
原
島
兇
徒
聚
衆

事
件
は
、
こ
の
よ
う
に
監
獄
だ
け
は
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
専
任
の
裁
判
官
も
警
察
官
も
置
か
れ
て
い
な
い
き
わ
め
て
特
殊
な
場
所
で
発

生
し
た
騒
乱
事
件
で
あ
っ
た
。

8

（
1
×
2
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
二
一
七
頁
i
一
二
九
頁
。

（
3
）
　
山
方
・
前
掲
書
・
二
二
三
頁
。

（
4
）
　
山
方
・
前
掲
書
・
二
二
〇
頁
以
下
。
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山
方
・
前
掲
書
二
二
六
八
頁
。

「
法
規
分
類
大
全
」
1
4
・
官
職
門
（
5
）
・
四
〇
二
頁
．

明
治
十
年
一
月
十
一
日
・
太
政
官
達
第
三
号
に
よ
り
、
内
務
権
少
丞
は
内
務
権
少
書
記
官
と
．
官
名
が
変
更
し
た
、

註
6
に
同
じ
。

山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
四
四
頁
以
下
。

明
治
十
一
年
現
在
で
、
目
本
人
一
四
七
名
、
外
国
人
六
六
名
、
合
計
二
二
二
名
に
達
し
て
い
る
（
山
方
・
前
掲
書
・
三
六
八
頁
）
．

前
掲
「
法
規
分
類
大
全
」
14
・
四
〇
三
頁
以
下
。

山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
九
八
頁
。
こ
の
条
例
の
内
容
は
．
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
後
ち
に
警
察
事
務
を
内
務
省
出
張
所
か
ら
東
京
府
出
張
所
へ
引
継
ぐ
こ
と
の
可
否
を
審
議
し
た
太
政
官
内
務
部
の
議
案
に

「
従

前
内
務
省
所
轄
中
モ
別
二
巡
査
ヲ
派
出
セ
シ
儀
モ
無
之
二
付
総
テ
ノ
取
締
等
ハ
適
宜
地
方
官
二
御
委
任
相
成
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
明

す
る
（
「
法
規
分
類
大
全
」
2
7
・
警
察
門
・
二
〇
七
頁
）
。

（
14
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
九
八
頁
．

（
1
5
）
　
山
方
・
前
掲
書
・
二
二
四
頁
。
こ
れ
よ
り
先
、
移
住
に
よ
る
金
品
受
領
の
み
を
目
的
と
す
る
無
頼
の
渡
航
者
が
続
出
し
た
た
め
、
明
治
十
二
年

七
月
十
日
・
内
務
省
達
甲
第
一
〇
号
で
「
移
住
寄
留
」
が
差
止
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
十
四
年
三
月
十
目
・
東
京
府
甲
第
三
五
号
達
で
「
一
時
渡
航
」

が
み
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
十
六
年
一
月
二
十
日
・
太
政
官
達
第
一
号
で
「
移
住
寄
留
差
止
」
が
全
般
的
に
解
除
さ
れ
た
．

（
1
6
）
　
前
掲
「
法
規
分
類
大
全
」
艮
・
四
一
四
頁
ー
四
一
五
頁
。

（
1
7
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
二
一
七
頁
．

（
1
8
）
　
山
方
・
前
掲
書
・
二
二
三
頁
。
藤
森
図
高
は
旧
盛
岡
藩
士
、
明
治
三
年
、
華
頂
宮
博
経
親
王
に
随
行
し
て
渡
米
の
経
歴
が
あ
る
か
ら
（
「
藤
森

図
高
の
碑
」
・
小
野
田
元
熈
「
小
笠
原
巡
回
略
記
」
・
明
治
十
八
年
・
一
八
頁
お
よ
び
磯
村
・
前
掲
「
小
笠
原
島
要
覧
」
・
一
一
五
頁
）
、
英
語
に
通

　
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
英
語
を
日
常
語
と
す
る
原
住
民
の
居
る
小
笠
原
島
で
は
、
英
語
の
通
訳
は
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
。

（
1
9
）
　
明
治
十
三
年
九
月
「
官
員
録
」
に
よ
る
と
、
権
少
書
記
官
の
小
花
は
兼
判
事
、
二
等
属
の
藤
森
は
兼
判
事
補
、
七
等
属
の
折
井
正
和
も
兼
判
事

補
と
な
っ
て
い
る
（
四
八
枚
裏
、
一
八
五
枚
裏
）
。
そ
れ
以
前
の
兼
任
の
状
況
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
藤
森
が
十
等
出
仕
か
ら
二
等
属
に
転
じ

　
た
年
月
目
も
明
ら
か
で
な
い
。

（
2
0
）
　
「
司
法
沿
革
誌
」
・
昭
和
十
四
年
・
五
五
頁
。

（
2
1
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
二
二
五
頁
。

9
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（
2
2
）
　
南
貞
助
は
山
口
県
人
、
慶
応
元
年
か
ら
三
年
間
英
国
に
留
学
、
さ
ら
に
明
治
三
年
、
東
伏
見
宮
嘉
彰
親
王
（
後
ち
に
小
松
宮
彰
仁
親
王
）
に
随

行
し
て
渡
英
、
ロ
y
ド
γ
の
銀
行
業
ブ
ー
ル
ス
兄
弟
商
会
の
取
締
役
と
な
り
、
明
治
六
年
、
英
国
人
妻
を
連
れ
て
帰
国
し
た
（
「
廃
藩
以
前
旧
長
州

藩
人
の
洋
行
者
」
・
「
防
長
史
談
会
雑
誌
」
第
一
巻
六
号
・
明
治
四
十
三
年
・
七
一
頁
、
石
附
実
「
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
」
・
昭
和
四
十
七
年
・

　
三
三
五
頁
、
「
海
を
越
え
た
日
本
人
名
辞
典
」
・
昭
和
六
十
年
・
五
六
六
頁
、
吉
田
八
雰
「
明
治
考
証
事
典
」
・
昭
和
五
十
年
・
三
四
頁
V
．
彼
は
国
際

結
婚
第
一
号
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
六
年
に
離
婚
し
た
と
い
う
（
前
掲
「
明
治
考
証
事
典
」
・
三
五
頁
）
．
彼
が
外
国
人
妻
を
同
伴
し
て
小
笠
原
へ
赴

任
し
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
彼
の
東
京
府
御
用
掛
に
就
任
年
月
目
な
ど
に
つ
い
て
、
私
は
全
く
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
．

（
2
3
）
（
24
）
　
前
掲
「
法
規
分
類
大
全
」
2
7
・
二
〇
七
頁
．

ハ　　パ　　ハ　　ハ　　ハ
29　28　27　26　25
）　　　）　　　）　　　）　　　）

　
二
四
頁
、

（
3
0
）村
警
察
扇
浦
分
署
、

　
に
つ
い
て
の
名
称
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

　
に
も

（
3
1
）

（
3
2
）未
決
年
令
等
に
依
り
監
房
を
区
分
せ
ず
外
柵
の
設
け
な
く
四
周
何
れ
よ
り
も
容
易
に
獄
内
を
窺
ふ
を
得
べ
く
実
に
不
完
備
を
極
む
る
L

　
る

小
笠
原
島
庁
編
「
小
笠
原
島
制
規
類
聚
」
・
明
治
二
十
一
年
・
七
四
頁
。

前
掲
「
法
規
分
類
大
全
」
14
・
四
一
九
頁
－
四
二
〇
頁
。

山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
六
八
頁
。

明
治
十
八
年
月
不
詳
「
官
員
録
」
・
二
三
八
枚
裏
。
出
仕
は
書
記
役
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
九
八
頁
．
第
一
審
判
決
お
よ
び
大
審
院
判
決
の
中
に
も
「
警
察
掛
」
と
い
う
言
葉
が
み
え
て
い
る
（
本
稿

　
　
二
八
頁
・
参
照
）
．

山
方
・
前
掲
書
に
「
七
月
五
日
（
明
治
十
八
年
；
手
塚
註
）
従
来
の
警
察
署
及
分
署
を
改
廃
し
名
称
を
左
の
如
く
更
定
す
。
大
村
警
察
署
、
大

　
　
　
　
　
　
大
村
警
察
沖
村
分
署
」
（
三
九
九
頁
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
十
八
年
七
月
以
前
、
そ
の
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
警
察
署
、
分
署
と
称
し
た
役
所
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
本
文
に
引
用
し
た
公
訴
状

「
警
察
署
」
と
い
う
字
句
が
み
え
て
い
る
か
ら
（
本
稿
一
五
頁
・
参
照
）
、
こ
の
推
測
は
確
実
と
思
わ
れ
る
．

山
方
・
前
掲
書
・
四
〇
四
頁
ー
四
〇
五
頁
．

明
治
三
十
年
四
月
、
島
司
阿
利
孝
太
郎
よ
り
東
京
府
知
事
久
我
通
久
宛
の
上
申
書
に
「
父
島
監
獄
署
は
仮
設
に
し
て
男
女
の
監
房
を
設
け
ず
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
述
べ
て
い

（
山
方
・
前
掲
書
・
二
六
五
頁
）
．
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三
　
事
件
の
概
況

　
こ
の
事
件
の
発
生
は
、
明
治
十
八
年
四
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、

官
報
に
掲
載
さ
れ
た
東
京
府
出
張
所
よ
り
の
報
告
が
最
初
で
あ
っ
た
。

事
件
の
内
容
が
公
文
書
に
現
わ
れ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
（
1
）

次
の
通
り
で
あ
る
。
（
句
読
点
．
手
塚
）

同
年
六
月
十
一
日
・

明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

○
去
ル
四
月
八
日
．
吉
野
善
之
、
斎
藤
駿
、
川
島
卯
八
、
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
等
総
代
ト
ナ
リ
、
人
民
凡
ソ
六
七
拾
人
、
小
笠
原
海
岸
二
集
合
シ
、

同
島
出
張
所
二
至
リ
同
島
会
議
所
創
立
以
来
ノ
出
納
二
関
ス
ル
一
切
ノ
帳
簿
借
覧
ノ
儀
ヲ
願
出
タ
ル
ニ
付
キ
、
出
張
所
ハ
直
二
是
迄
取
扱
ヒ
来
リ
タ
ル

会
議
出
納
帳
簿
及
蓄
儲
金
穀
会
議
所
建
築
寄
附
金
ノ
出
納
簿
等
ヲ
右
等
総
代
二
披
閲
セ
シ
メ
タ
ル
後
、
右
等
総
代
ハ
扇
浦
二
引
取
リ
タ
ル
ニ
俄
然
竹
法

螺
ヲ
鳴
シ
人
民
ヲ
召
集
セ
シ
カ
ハ
、
七
八
拾
人
忽
チ
群
衆
シ
終
二
押
送
船
弐
艘
二
乗
リ
食
糧
ヲ
蓄
へ
清
瀬
二
上
陸
シ
、
再
ヒ
右
総
代
五
名
会
議
所
議
長

へ
諸
帳
簿
取
調
方
ヲ
申
入
ル
ニ
付
キ
、
仮
二
小
学
校
二
会
シ
テ
其
計
算
方
ヲ
取
計
ハ
シ
メ
タ
ル
ニ
、
薄
暮
二
至
テ
一
度
退
散
セ
シ
カ
、
午
後
十
時
頃
、

右
総
代
及
清
瀬
二
群
集
セ
ル
人
民
悉
ク
出
張
所
二
来
リ
議
員
改
革
ノ
願
書
ヲ
出
タ
シ
タ
ル
ニ
付
キ
、
出
張
所
長
代
理
ハ
多
衆
強
願
ノ
不
可
ナ
ル
コ
ト
ヲ

説
諭
シ
、
尚
右
願
ノ
趣
ハ
議
員
ハ
人
民
ヨ
リ
選
挙
シ
、
議
長
ハ
議
員
ヨ
リ
選
挙
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
出
張
所
二
関
係
ナ
キ
旨
ヲ
懇
諭
シ
、
願
書
ヲ
却

下
シ
タ
ル
ニ
、
右
総
代
及
群
衆
ノ
人
民
ハ
残
ラ
ス
会
議
所
議
長
清
水
常
吉
宅
へ
到
リ
、
会
議
所
会
計
上
ノ
事
二
付
キ
強
談
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
総
代
人
ヲ

警
察
署
へ
徴
喚
シ
説
諭
シ
タ
ル
ニ
、
人
民
ハ
清
瀬
迄
引
退
キ
タ
リ
．
翌
九
目
．
人
民
再
清
瀬
二
群
衆
シ
、
議
長
清
水
常
吉
二
私
曲
ア
リ
ト
見
敬
シ
、
強

談
ス
ヘ
キ
景
況
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
、
常
吉
ハ
雇
ヲ
辞
シ
職
務
ヲ
免
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
カ
、
人
民
ハ
常
吉
ヲ
被
告
ト
シ
テ
告
訴
状
ヲ
出
シ
タ
リ
。
又
同
夜
、
人

民
総
代
ヨ
リ
同
島
会
議
所
創
立
以
来
、
議
員
ノ
議
決
上
ヨ
リ
成
立
チ
タ
ル
諸
達
取
消
ノ
儀
ヲ
願
出
テ
タ
リ
．
同
十
日
、
解
敵
ノ
事
ヲ
懇
諭
シ
、
翌
十
一

目
、
人
民
一
同
退
散
シ
タ
ル
旨
、
同
島
出
張
所
ヨ
リ
通
報
ア
リ
タ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
の
事
件
発
生
当
時
、
出
張
所
長
の
御
用
掛
南
貞
助
は
上
京
中
で
島
に
は
不
在
、
所
長
代
理
は
九
等
属
南
川
将
一
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
報
告
書
は
お
そ
ら
く
南
川
か
ら
東
京
府
知
事
芳
川
顕
正
宛
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
書
の
中
に
あ
る
「
会
議
所
」
と
い

う
の
は
、
明
治
十
五
年
十
一
月
、
出
張
所
の
勧
誘
で
、
島
の
自
治
機
構
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
公
選
の
議
員
十
五
名
で
構
成
さ
れ

11



法学研究61巻8号（’88：8）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

「
村
治
上
の
協
議
権
」
を
も
ち
『
共
有
儲
蓄
金
穀
」
を
管
理
し
て
い
た
．
議
員
か
ら
選
ば
れ
た
議
長
は
、
前
掲
報
告
書
に
あ
る
ご
と
く
清

　
　
　
　
（
5
）
（
6
）

水
常
吉
で
あ
っ
た
．
議
員
の
氏
名
は
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
の
報
告
書
は
、
強
引
な
集
団
的
圧
力
が
出
張
所
職
員
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
調
子
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
暴
行
傷
害

あ
る
い
は
器
物
損
壊
と
い
っ
た
事
態
が
あ
っ
た
と
は
、
全
く
云
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
東
京
府
は
こ
の
報
告
書
に
も
と
づ
き
、
事
態
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

重
視
し
、
関
係
者
一
同
を
東
京
の
警
視
庁
あ
る
い
は
束
京
始
審
裁
判
所
へ
告
訴
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
官
報
の
記
事
は
簡
単
で
あ
っ
て
、
事
件
の
内
容
は
十
分
に
把
握
で
き
な
い
。
事
件
後
、
明
治
時
代
に
出
版
さ

れ
た
磯
村
貞
吉
「
小
笠
原
島
要
覧
」
、
「
小
笠
原
島
誌
纂
」
、
山
方
石
之
助
「
小
笠
原
島
志
」
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
事
件
の
輪
郭
を
伝
え
る
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

事
の
あ
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
、
比
較
的
詳
し
い
「
小
笠
原
島
志
」
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
句
読
点
・
手
塚
）
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四
月
八
日
、
父
島
々
民
悉
く
清
瀬
に
集
り
会
議
所
議
長
清
水
常
吉
の
職
を
槻
ひ
、
総
議
員
の
任
を
解
か
し
む
。
是
よ
り
先
、
島
民
一
般
東
京
府
庁
に

請
願
し
、
そ
の
製
糖
器
械
を
借
る
。
官
其
運
送
費
の
納
付
を
会
議
所
に
命
じ
た
る
に
よ
り
、
会
議
所
は
島
民
に
賦
課
し
支
出
せ
ん
と
せ
し
に
、
島
民
は

会
議
所
保
管
の
共
有
金
を
以
て
支
弁
せ
ん
こ
と
を
主
張
せ
し
も
、
議
長
依
違
其
言
に
聴
か
ず
、
よ
り
て
島
民
扇
浦
に
集
り
会
議
所
の
帳
簿
に
疑
あ
り
と

し
、
其
調
査
を
為
す
べ
き
に
決
し
、
委
員
と
し
て
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
、
斎
藤
駿
吉
、
吉
野
善
之
、
川
島
卯
八
を
挙
げ
、
終
に
大
会
を
興
し
、
海

を
航
し
て
清
瀬
に
屯
集
し
、
五
名
の
委
員
、
議
長
に
就
て
其
帳
簿
を
検
閲
し
た
る
に
、
暖
昧
に
し
て
更
に
要
領
を
得
ず
、
依
て
委
員
等
清
瀬
に
帰
り
、

之
れ
を
公
衆
に
報
告
す
、
か
く
て
島
民
挙
り
て
皆
議
長
の
行
為
を
不
直
な
り
と
し
、
官
に
請
ふ
て
其
職
を
解
き
、
且
会
議
所
の
組
織
を
改
む
る
に
決
し
、

委
員
等
書
を
提
し
て
議
長
改
選
の
事
を
請
ふ
。
時
に
所
長
南
貞
助
出
京
し
て
在
ら
ず
、
九
等
属
南
川
将
一
諭
す
に
、
会
議
所
議
長
の
更
迭
は
公
選
に
し

て
官
の
関
与
す
る
所
に
非
ざ
る
を
以
て
す
、
よ
り
て
委
員
等
、
即
夜
清
水
常
吉
の
宅
に
到
り
、
島
民
を
代
表
し
て
其
職
を
剥
ぎ
、
更
に
清
瀬
に
帰
り
、

党
衆
と
共
に
各
議
員
の
職
を
解
か
し
め
、
且
昨
年
来
、
会
議
所
の
決
議
に
依
り
儲
蔵
し
た
る
儲
蓄
米
を
分
配
し
且
同
所
の
決
議
を
以
て
発
布
し
た
る
布

達
類
は
悉
く
廃
止
せ
ん
こ
と
を
官
に
請
は
ん
と
決
定
し
、
四
月
九
目
、
書
面
を
以
て
其
旨
を
述
べ
し
に
、
所
長
代
理
皆
之
を
允
し
、
令
を
掲
げ
て
其
廃

止
を
公
示
し
、
貯
米
は
出
金
に
応
じ
て
各
自
に
配
当
せ
し
む
、
此
日
、
委
員
等
旧
議
長
清
水
常
吉
が
会
議
所
建
築
の
為
め
，
島
民
の
寄
附
に
係
る
金
員

を
私
消
し
た
る
事
実
を
摘
発
し
、
之
を
訴
ふ
。
常
吉
為
に
拘
留
せ
ら
る
．
其
後
同
人
は
受
寄
取
財
の
科
に
よ
り
重
禁
鋼
十
五
目
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
り
．

か
く
て
党
衆
は
自
己
の
意
思
を
貫
徹
せ
し
を
以
て
、
同
十
一
目
清
瀬
を
解
散
す
。
此
時
判
事
応
当
融
、
判
事
補
佐
倉
広
則
、
検
事
補
村
井
一
英
等
島
民



囑
集
の
報
を
聞
き
本
島
に
臨
検
し
予
審
廷
を
開
き
共
犯
者
を
審
問
し
、
終
に
其
主
犯
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
等
七
名
を
逮
捕
せ
り
（
中
略
）

　
島
民
等
十
九
年
一
月
、
東
京
重
罪
裁
判
所
に
於
て
兇
徒
囎
集
犯
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
、
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
、
斎
藤
駿
吉
、
吉
野
善
之
、
川
島
卯

八
は
首
魁
と
し
て
懲
役
十
年
、
富
田
伊
三
郎
、
奥
山
竹
吉
、
岩
田
与
三
郎
は
従
犯
と
し
て
懲
役
五
年
に
処
せ
ら
れ
た
り
。
太
平
等
（
甜
棚
特
獲
殖
妙
蛾
罪
）

此
裁
判
を
不
当
と
し
大
審
院
に
上
告
し
、
依
て
更
に
横
浜
重
罪
裁
判
所
に
移
さ
れ
た
る
末
、
原
審
破
棄
と
な
り
、
無
罪
の
宣
告
を
受
け
、
放
免
せ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
こ
の
記
事
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
島
民
か
ら
糾
弾
、
告
訴
さ
れ
た
清
水
常
吉
が
「
受
寄
取
財
の
科
に
依
り
重
禁
鋼
十
五
日
の
刑
」

に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
．
こ
の
こ
と
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
他
書
に
は
一
切
そ
の
記
事
が
な
く
、
ま
た
事
件
当
時
の
新
聞

報
道
に
も
一
切
み
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
事
件
そ
の
も
の
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
明
治
十
九
年
一
月
九
日
、
東
京
控
訴
裁
判
所
検
事
長
加
納
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

か
ら
東
京
重
罪
裁
判
所
長
中
沢
重
業
宛
に
提
出
さ
れ
た
次
の
公
訴
状
で
あ
る
。

明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

公
　
訴
　
状

東
京
府
管
轄
小
笠
原
島
父
島
扇
浦
新
森
福
吉
弟
同
居
群
馬
県
上
野
国
山
田
郡
桐
生
新
町
三
丁
目
三
百
十
二
番
地
平

民
無
職
業
鳥
取
県
因
幡
国
喜
多
郡
勝
見
村
三
百
十
二
番
地
出
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
太
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
年
十
一
月

同
父
島
長
谷
居
住
平
民
農
長
野
県
信
濃
国
更
科
郡
松
代
町
九
百
八
番
地
出
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
酉
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
年
十
ヶ
月

同
父
島
扇
浦
居
住
静
岡
県
駿
河
国
駿
東
郡
出
河
村
三
百
四
十
四
番
地
農
工
商
兼
業
東
京
府
四
ツ
谷
坂
町
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
　
駿

13



法学研究61巻8号（’88：8）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
二
七
午
六
ケ
日
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
扇
浦
乙
四
番
地
居
住
平
民
酒
商
千
葉
県
上
総
国
夷
隅
郡
上
布
施
村
出
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
野
　
善
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
四
年
五
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
小
袋
沢
村
居
住
平
民
大
工
職
東
京
都
南
豊
島
郡
内
藤
新
宿
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
島
　
助
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
扇
浦
西
町
居
住
平
民
西
洋
物
商
東
京
府
四
ツ
谷
区
麹
町
十
三
丁
目
出
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
田
伊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
年
八
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
扇
浦
西
町
乙
四
番
地
平
民
農
業
伊
豆
国
八
丈
島
大
賀
郷
村
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
山
　
竹
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
三
年
ニ
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
扇
浦
西
町
居
住
平
民
農
業
出
生
ノ
地
不
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
田
与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
年

夫
レ
小
笠
原
島
ハ
東
京
府
出
張
所
ノ
管
轄
ス
ル
所
ニ
シ
テ
其
島
費
ヲ
徴
収
シ
諸
規
則
ヲ
設
立
セ
ソ
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
先
ツ
該
島
会
議
所
ノ
決
議
ヲ
採
リ

之
ヲ
施
行
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
而
シ
テ
明
治
十
七
年
五
月
中
非
常
予
備
米
儲
蓄
規
則
ヲ
設
ケ
明
治
十
八
年
四
月
一
目
二
至
リ
其
第
二
章
ノ
第
三
条

二
予
備
米
ハ
出
願
二
由
リ
会
議
ノ
決
議
ニ
ヨ
リ
原
価
ヲ
以
テ
払
下
新
旧
入
替
ス
ヘ
シ
ト
ア
リ
タ
ル
ヲ
予
備
米
ハ
世
話
掛
リ
ノ
申
出
二
依
リ
相
当
ノ
代
価

ヲ
定
メ
会
議
ノ
決
議
ヲ
採
リ
所
長
認
可
ノ
上
払
下
ケ
新
旧
可
入
替
ト
修
正
シ
其
第
六
条
二
儲
蓄
世
話
掛
日
当
ハ
儲
蓄
集
金
ノ
中
ヨ
リ
支
出
ス
ル
者
ト
云

ノ
一
条
ヲ
追
加
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
被
告
人
等
ハ
島
民
ノ
不
利
益
ト
ナ
シ
同
月
七
日
父
島
扇
浦
扇
玉
為
吉
方
二
集
会
シ
会
議
所
創
業
以
来
其
議
員
タ
ル
モ
ノ

議
決
ス
ル
所
一
ト
シ
テ
未
タ
島
民
ノ
幸
福
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
土
地
人
情
二
背
キ
タ
ル
儲
蓄
法
ヲ
設
ケ
島
費
ヲ
徴
ス
ル
等
ノ
患
害
ヲ

残
ス
ニ
足
レ
リ
眼
ヲ
転
シ
テ
島
内
ノ
状
況
ヲ
見
ル
ニ
殖
産
僅
カ
ニ
手
二
着
テ
民
未
タ
生
ヲ
安
ン
セ
ス
転
タ
一
般
ノ
疲
弊
ヲ
来
セ
リ
此
時
二
当
テ
之
ヲ
匡
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救
ス
ル
ハ
独
リ
其
議
員
其
人
ア
ル
ノ
ミ
其
人
ニ
シ
テ
唯
々
島
民
ノ
望
二
副
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
或
ハ
不
正
ノ
所
業
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
有
リ
或
ハ
迂
澗
ニ
シ
テ

之
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
或
ハ
知
テ
之
ヲ
責
メ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
之
ヲ
放
任
シ
テ
其
藪
ヲ
勢
ラ
サ
レ
ハ
斧
ヲ
用
ル
ノ
時
ア
ル
ベ
シ
ト
論
究
シ
終
二
議
員
ヲ

解
職
シ
テ
会
議
ノ
組
織
ヲ
改
メ
儲
蓄
規
則
ヲ
廃
止
シ
テ
之
ヲ
各
自
二
割
戻
シ
又
会
議
ノ
決
議
ニ
ゴ
リ
頒
布
シ
タ
ル
達
類
ヲ
全
廃
シ
且
現
在
議
長
清
水
常

吉
ノ
犯
罪
ヲ
告
発
セ
ソ
ト
議
定
シ
而
シ
テ
其
目
的
ヲ
達
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
多
衆
ノ
威
勢
ヲ
籍
ラ
サ
ル
可
ラ
ス
ト
テ
富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
岩
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

与
三
郎
ノ
三
人
ハ
島
民
一
般
嘱
集
ノ
コ
ト
ヲ
担
当
シ
山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
斎
藤
駿
吉
野
善
之
川
島
助
八
ノ
五
人
ハ
委
員
ト
ナ
リ
先
ツ
会
議
所
ノ
帳
簿

ヲ
取
調
へ
其
不
正
ノ
行
為
ヲ
摘
発
ス
ベ
キ
ノ
任
二
当
リ
タ
リ
其
翌
八
日
委
任
五
人
ノ
者
扇
浦
ヨ
リ
大
村
二
来
リ
出
張
所
二
於
テ
議
長
清
水
常
吉
二
面
会

シ
出
納
諸
帳
簿
ノ
披
閲
ヲ
乞
タ
ル
ニ
幹
事
立
会
ノ
上
ナ
ラ
テ
ハ
之
ヲ
許
シ
難
シ
ト
答
ル
ヨ
リ
幹
事
宮
内
多
平
呼
寄
ノ
書
翰
ヲ
得
テ
一
先
扇
浦
二
引
帰
シ

其
時
已
二
伊
三
郎
竹
吉
与
三
郎
ノ
嘘
集
シ
置
タ
ル
数
十
人
二
対
シ
告
ル
ニ
常
吉
ト
談
判
シ
タ
ル
顛
末
ヲ
以
シ
タ
ル
ニ
衆
皆
激
怒
シ
テ
大
村
二
押
寄
ン
ト

欲
シ
糧
食
ヲ
備
へ
竹
法
螺
ヲ
吹
キ
押
送
船
二
乗
シ
テ
清
瀬
二
上
陸
シ
運
輸
会
所
ノ
小
屋
二
屯
集
シ
以
テ
根
拠
ノ
地
ト
ナ
シ
更
二
其
党
衆
ヲ
シ
テ
総
代
人

ヲ
撰
定
セ
シ
メ
右
五
人
ノ
委
任
又
被
選
二
当
リ
同
日
午
后
再
ヒ
大
村
二
赴
キ
小
学
校
二
於
テ
幹
事
二
人
立
会
ノ
上
議
長
ノ
清
水
常
吉
二
対
シ
出
納
計
算

上
ノ
事
ヲ
質
問
シ
又
諸
帳
簿
ヲ
借
リ
受
ケ
テ
清
瀬
二
帰
リ
党
衆
二
向
ヒ
帳
簿
ノ
不
備
計
算
上
ノ
不
審
ノ
事
等
ヲ
報
告
シ
議
員
ヲ
解
職
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
議

定
シ
タ
リ
夫
ヨ
リ
議
員
改
革
願
書
ヲ
造
リ
之
レ
ヲ
以
テ
官
吏
二
強
迫
シ
テ
議
長
議
員
ヲ
解
職
セ
ン
ト
欲
シ
同
日
午
后
十
時
頃
出
張
所
二
出
願
シ
直
二
其

許
否
指
令
ヲ
要
求
シ
多
衆
ノ
者
亦
之
二
随
行
シ
来
リ
出
張
所
二
喧
闇
シ
応
接
所
二
闊
入
シ
以
テ
其
務
ヲ
助
ケ
ル
ヲ
成
サ
シ
メ
タ
リ
然
ル
ニ
出
張
所
二
於

テ
ハ
議
員
ハ
島
民
ノ
公
撰
二
成
立
シ
者
ニ
シ
テ
官
ヨ
リ
之
ヲ
命
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
レ
ハ
之
ヲ
許
否
ス
ル
ノ
限
二
非
ル
旨
ヲ
説
諭
セ
ラ
レ
テ
一
応
出
張
所

ハ
退
散
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
一
同
ノ
者
又
直
二
議
長
清
水
常
吉
方
二
押
寄
セ
暴
威
ヲ
示
シ
テ
脅
迫
シ
其
職
ヲ
剥
ク
旨
ヲ
通
シ
常
吉
ヲ
シ
テ
一
身
ノ
安
危
二
係

ル
ヘ
キ
ノ
思
ヲ
ナ
シ
テ
之
二
屈
従
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
リ
然
リ
而
シ
テ
其
翌
九
日
午
前
二
時
頃
清
瀬
二
引
上
ゲ
又
更
二
各
議
員
ヲ

召
集
メ
其
職
ヲ
解
キ
タ
リ
已
ニ
シ
テ
総
代
五
人
ノ
者
ハ
議
長
清
水
常
吉
ハ
会
議
所
建
築
費
ノ
献
納
二
係
ル
金
二
円
ヲ
費
消
シ
タ
ル
犯
罪
ア
ル
ニ
因
テ
之

ヲ
告
発
ス
ヘ
シ
ト
云
テ
党
衆
一
体
ノ
賛
成
ヲ
得
テ
同
日
即
四
月
九
日
午
前
十
時
頃
之
ヲ
警
察
署
二
告
発
シ
テ
即
時
二
其
取
調
ヲ
求
メ
其
取
調
ヲ
為
ス
ニ

当
テ
其
傍
聴
ヲ
願
出
党
衆
一
体
警
察
署
内
外
二
蝟
集
シ
テ
雑
沓
ヲ
極
メ
尋
テ
又
午
后
十
時
頃
二
至
リ
喧
閑
シ
官
吏
二
威
迫
シ
テ
小
笠
原
島
民
ノ
如
キ
ハ

常
食
ノ
儲
モ
相
成
リ
兼
ネ
儲
蓄
米
ヲ
為
ス
カ
如
キ
ノ
度
合
二
無
之
二
付
既
二
徴
集
二
応
シ
テ
儲
蓄
シ
有
之
非
常
予
備
米
ハ
島
民
二
下
ケ
戻
ヲ
受
度
又
会

議
所
ノ
議
決
ヲ
採
テ
頒
布
シ
タ
ル
布
達
中
最
モ
島
民
ノ
不
好
シ
テ
又
更
二
益
ナ
キ
モ
ノ
ア
ル
カ
故
二
夫
等
ノ
布
達
ハ
勿
論
会
議
所
創
立
以
来
議
決
二
成

立
タ
ル
布
達
ハ
総
テ
取
消
シ
呉
度
旨
強
願
シ
同
夜
遂
二
不
得
止
シ
テ
一
時
之
ヲ
採
用
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
其
明
日
儲
蓄
米
ノ
下
付
ヲ
受
ケ
之
ヲ
島
民
二
分

賦
シ
タ
リ
如
此
ニ
シ
テ
其
要
望
ス
ル
所
ノ
目
的
ハ
皆
既
二
全
ク
遂
ヶ
又
官
吏
ノ
説
諭
二
随
テ
四
月
十
一
日
二
至
リ
一
同
解
散
シ
タ
リ
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ハ
ま
ま
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ま
ま
ロ

　
以
上
所
掲
ノ
事
実
ハ
各
被
告
人
及
証
人
中
島
藍
州
喜
多
悦
造
参
考
人
清
水
常
吉
宮
崎
長
之
亟
原
熊
太
郎
ノ
予
審
調
書
中
島
喜
多
南
川
後
藤
山
本
ノ
申

立
書
紀
野
吉
郎
兵
衛
ノ
見
聞
書
出
張
日
誌
及
ヒ
被
告
人
等
ノ
手
二
成
リ
タ
ル
日
誌
二
冊
刑
事
参
考
簿
各
一
冊
議
員
召
集
ノ
回
章
一
通
島
民
囑
集
ノ
回
章

二
通
二
依
テ
其
証
拠
明
白
ナ
ル
ヲ
以
テ
小
笠
原
島
出
張
予
審
判
事
ハ
其
所
為
則
兇
徒
多
衆
ヲ
囎
集
シ
官
庁
二
喧
開
シ
及
ヒ
官
吏
二
強
迫
シ
村
市
ヲ
騒
擾

シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
総
代
五
人
ハ
其
首
魁
竹
吉
与
三
郎
伊
三
郎
ノ
三
人
ハ
其
囎
集
二
応
シ
擾
動
シ
テ
其
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
定
シ
刑
法
第
百
三
十
七

（
n
）
条
二
列
記
シ
タ
ル
刑
ヲ
以
テ
罰
ス
ヘ
キ
重
罪
ナ
リ
ト
シ
テ
東
京
重
罪
裁
判
所
二
移
ス
ノ
言
渡
ヲ
為
タ
リ
然
シ
テ
被
告
人
等
ハ
之
力
故
障
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ

小
笠
原
東
京
府
出
張
所
会
議
局
二
於
テ
ハ
其
理
由
ナ
シ
ト
シ
テ
之
レ
ヲ
棄
却
シ
原
予
審
終
結
ノ
言
渡
ヲ
認
可
シ
テ
既
二
確
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
因
テ
及

公
訴
候
也

　
　
　
明
治
十
九
年
一
月
九
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
控
訴
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
事
長
加
納
　
　
　
謙

　
東
京
重
罪
裁
判
所
長

　
　
判
事
中
沢
重
業
殿

16

　
後
述
の
ご
と
く
、
こ
の
事
件
は
「
犯
罪
事
実
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
無
罪
に
な
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
こ
の
公
訴
状
が
物
語
っ
て
い
る

事
件
の
内
容
の
内
、
集
団
の
威
力
を
以
て
東
京
府
出
張
所
に
事
を
強
制
し
た
と
し
て
い
る
点
は
、
事
実
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
し
た
点
を
割
引
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
公
訴
状
は
、
相
当
程
度
ま
で
事
件
の
真
相
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
み
て
い
い
。
こ
こ
で
想
い
出

さ
れ
る
の
が
、
事
件
後
八
年
を
経
て
編
さ
ん
さ
れ
た
前
掲
「
警
視
庁
史
稿
」
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
記
事
に
注
目
す
べ
き
指
摘
の
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

と
は
、
前
に
も
述
べ
た
が
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
句
読
点
・
手
塚
）

　
　
小
笠
原
島
警
戒
ノ
為
メ
、
警
視
川
幡
清
貞
ヲ
シ
テ
巡
査
二
十
名
ヲ
率
ヒ
之
二
赴
カ
シ
ム
．

是
ヨ
リ
先
キ
、
島
民
蜂
起
シ
テ
東
京
出
張
所
二
逼
リ
会
議
所
ヲ
廃
止
シ
、
予
備
米
ヲ
各
自
二
分
散
セ
ソ
コ
ト
ヲ
強
請
ス
。

蓋
シ
会
議
長
等
島
民
共
有



ノ
金
穀
ヲ
預
管
シ
、
其
出
納
明
瞭
ナ
ラ
ス
、
島
吏
暗
二
会
議
長
等
ヲ
庇
護
ス
ル
者
ア
リ
。
故
二
此
二
至
ル
。
而
シ
テ
此
時
所
長
南
貞
助
東
京
二
在
リ
、

島
吏
上
京
シ
テ
島
民
暴
動
ノ
景
況
ヲ
誇
大
二
上
申
ス
。
内
務
省
因
テ
之
ヲ
当
該
官
衛
二
照
会
シ
、
裁
判
官
等
ヲ
派
遣
シ
、
本
庁
モ
亦
其
命
ヲ
奉
シ
警
員

ヲ
派
出
ス
。

明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

　
会
議
所
議
長
の
不
正
に
対
す
る
島
民
の
摘
発
に
対
し
「
島
吏
暗
二
会
議
長
等
ヲ
庇
護
ス
ル
者
」
が
あ
っ
た
た
め
．
事
態
が
益
々
紛
糾
し
、

さ
ら
に
南
出
張
所
長
不
在
の
た
め
、
島
吏
が
上
京
し
て
事
件
を
「
誇
大
」
に
報
告
し
た
と
い
う
の
が
「
警
視
庁
史
稿
」
の
見
解
で
あ
る
。

出
張
所
か
ら
の
報
告
は
、
前
に
引
用
し
、
内
容
が
そ
れ
ほ
ど
つ
よ
い
調
子
で
島
民
の
行
動
を
糺
弾
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
そ
の
際

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
「
誇
大
」
な
報
告
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ぽ
、
事
件
の
真
相
は
余
程
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い

わ
ざ
る
み
得
な
い
。
裁
判
の
結
果
が
「
無
罪
」
で
あ
っ
た
の
は
、
き
わ
め
て
当
然
の
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
明
治
十
八
年
六
月
十
一
日
・
官
報
・
四
頁
．

　
（
2
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
二
二
六
頁
。

　
（
3
）
　
「
顕
要
職
務
補
任
録
」
上
・
四
六
一
頁
．
芳
川
知
事
は
六
月
十
三
日
に
内
務
大
輔
に
転
じ
、
後
任
は
渡
辺
洪
基
で
あ
っ
た
（
前
掲
書
・
四
六
一

　
　
頁
）
。

　
（
4
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
七
一
頁
。

　
（
5
）
本
文
に
引
用
し
た
官
報
の
記
事
に
よ
る
と
、
清
水
は
「
雇
」
と
「
議
長
」
を
同
時
に
退
任
し
て
い
る
。
こ
の
「
雇
」
は
東
京
府
出
張
所
の
こ
と

　
　
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
清
水
は
出
張
所
の
雇
で
議
長
を
兼
ね
た
の
か
、
そ
れ
と
も
議
長
に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
雇
の
職
を
与
え
ら
れ
た
の
か
、

　
　
い
ま
、
ど
ち
ら
と
も
わ
か
ら
な
い
。

　
（
6
）
松
本
健
一
氏
は
「
会
議
所
の
議
員
（
十
五
名
）
の
選
出
が
ほ
と
ん
ど
官
選
に
ち
か
い
方
法
に
よ
っ
て
い
た
」
と
か
「
官
選
的
議
員
や
議
長
」
と

　
　
か
、
ま
た
は
「
清
水
は
会
議
所
の
議
長
と
は
い
う
も
の
の
、
は
じ
め
か
ら
出
張
所
の
職
員
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
官
吏
が
公
選
だ
と

　
　
い
っ
た
の
は
ほ
ん
の
一
時
の
言
い
逃
れ
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
議
長
の
み
は
出
張
所
の
任
命
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
松
本
・
前
掲

　
　
「
孤
島
コ
ン
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
一
六
一
頁
、
一
七
一
頁
、
一
七
四
頁
）
な
ど
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
議
長
、
議
員
が
実
際
上
官
選
で
あ
っ
た
と
い
う
証

　
　
拠
は
な
に
も
な
い
。
本
文
に
引
用
し
た
官
報
の
記
事
に
あ
る
ご
と
く
「
公
選
」
説
を
、
一
応
信
用
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

17
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（
7
）
　
本
文
に
後
掲
の
明
治
十
九
年
十
月
廿
六
日
・
大
審
院
判
決
中
に
「
東
京
府
知
事
の
告
発
書
」
と
あ
る
（
本
稿
二
九
頁
参
照
〉
。

（
8
）
　
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
二
二
六
頁
－
一
三
八
頁
．

（
9
）
　
清
水
が
会
議
所
の
金
銭
を
横
領
し
た
こ
と
が
、
罪
に
問
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
「
受
寄
取
財
」
と
い
う
の
は
、
明
治
十
五
年
刑
法
第
三
九

五
条
「
受
寄
ノ
財
物
借
用
物
又
ハ
典
物
其
他
委
托
ヲ
受
ケ
タ
ル
金
額
物
件
ヲ
費
消
シ
タ
ル
者
ハ
扁
月
以
上
二
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
二
処
ス
」
の
罪
で
あ

る
。
清
水
の
刑
は
「
重
禁
鋼
十
五
日
」
と
あ
る
か
ら
、
『
重
禁
鋼
一
月
」
を
「
酌
量
減
軽
」
「
二
等
」
で
「
重
禁
鋼
十
五
目
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

　
（
刑
法
第
七
〇
条
、
第
九
〇
条
）
。
因
み
に
刑
法
第
三
九
五
条
の
場
合
の
ご
と
く
、
禁
鋼
を
主
刑
と
す
る
も
の
は
「
軽
罪
」
で
あ
る
か
ら
（
刑
法
第
八

条
）
、
東
京
府
出
張
所
が
軽
罪
裁
判
所
と
し
て
そ
の
処
理
に
当
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
0
）
明
治
十
九
年
一
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
・
郵
便
報
知
新
聞
。
人
名
の
誤
り
は
、
新
聞
記
事
の
誤
り
で
あ
る
．

（
11
）
　
明
治
十
五
年
刑
法
（
以
下
単
に
刑
法
と
呼
ぶ
）
第
一
三
七
条
「
兇
徒
多
衆
ヲ
囑
集
シ
テ
宮
庁
二
喧
闇
シ
官
吏
二
強
逼
シ
又
ハ
村
市
ヲ
騒
擾
シ
其

他
暴
動
ヲ
為
シ
タ
ル
者
首
魁
及
教
唆
者
ハ
重
懲
役
二
処
ス
其
嘱
集
二
応
シ
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
者
ハ
軽
懲
役
二
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
一
等
ヲ
減

　
ス
附
和
随
行
シ
タ
ル
者
ハ
ニ
円
以
上
二
十
円
以
下
ノ
罰
金
二
処
ス
」
。

（
1
2
）
　
前
掲
「
警
視
庁
史
稿
」
巻
一
・
四
四
八
頁
。

18

四
　
裁
判
の
経
過
と
、
そ
の
結
末

　
次
に
事
件
発
生
以
来
、
公
訴
状
が
提
出
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
事
態
の
推
移
を
辿
り
、
さ
ら
に
公
訴
状
提
出
以
後
の
裁
判
の
進
行
状
況

を
考
察
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
事
件
の
発
生
は
四
月
初
旬
で
あ
る
が
、
交
通
不
便
の
小
笠
原
の
こ
と
と
て
、
東
京
に
事
件
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
二
ヵ
月
お
く
れ
の
六
月

の
は
じ
め
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
時
点
で
、
束
京
府
が
告
訴
に
及
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
か
く
し
て
東
京
始
審
裁
判
所
か

ら
は
判
事
応
当
融
、
判
事
補
佐
倉
広
則
、
検
事
補
村
井
一
英
、
警
視
庁
か
ら
は
四
等
警
視
兼
典
獄
川
幡
清
貞
、
等
外
出
仕
原
島
金
之
助
、

巡
査
長
片
岡
児
他
巡
査
二
十
名
、
東
京
府
か
ら
は
四
等
属
矢
野
湛
、
五
等
属
牟
田
口
宗
六
、
九
等
属
佐
藤
虎
次
郎
、
同
岡
村
端
が
派
遣
さ
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（
2
）

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
頃
、
小
笠
原
島
に
監
獄
設
置
の
気
運
が
あ
り
．
内
務
省
少
書
記
官
兼
警
視
庁
二
等
警
視
小
野
田
元

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

熈
の
派
遣
が
決
っ
て
い
た
。
ま
た
東
京
府
出
張
所
長
の
南
が
退
任
、
そ
の
後
任
と
し
て
御
用
掛
立
木
兼
善
が
決
っ
て
い
た
。
彼
等
一
同
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

明
治
十
八
年
六
月
十
日
．
横
浜
か
ら
矯
竜
丸
に
乗
り
小
笠
原
へ
向
い
、
十
五
日
に
父
島
に
到
着
し
た
。

　
東
京
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
行
の
島
で
の
行
動
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
全
く
わ
か
ら
な
い
が
．
推
察
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
警
視
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
に
よ
っ
て
関
係
者
の
一
斉
逮
捕
が
開
始
さ
れ
た
が
、
数
十
名
を
収
容
す
る
監
獄
設
備
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
重
要
容
疑
者
だ
け
が
監
獄
に
収
容
さ
れ
、
大
部
分
は
自
宅
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
警
察
官
、
検
察
官

に
よ
る
取
調
が
行
わ
れ
、
検
察
官
の
起
訴
に
よ
り
関
係
者
を
兇
徒
聚
衆
の
重
罪
犯
と
軽
罪
犯
に
区
別
し
、
重
罪
犯
に
つ
い
て
は
、
応
当
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

事
、
佐
倉
判
事
補
に
よ
る
予
審
が
行
わ
れ
た
。
軽
罪
犯
に
つ
い
て
は
、
予
審
が
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
か
ど

　
　
　
　
　
　
（
7
）

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
東
京
府
出
張
所
は
、
軽
罪
裁
判
所
と
し
て
の
権
限
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
軽
罪
犯
に
つ
い
て
は
そ
の
裁
判
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

開
い
て
審
理
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
衝
に
当
っ
た
裁
判
官
が
判
事
補
を
兼
任
し
て
い
た
出
張
所
職
員
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
東
京
か
ら
派
遣
の
応
当
判
事
、
佐
倉
判
事
補
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
全
員
が
分
担
し
た
の
か
、
そ
の
辺
の
事
情
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
し
か
し
、
軽
罪
犯
と
し
て
罰
金
、
科
料
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
、
三
十
九
名
居
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
本
稿
…
二
頁
参
照
）
。

　
ま
た
、
重
罪
の
予
審
で
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
者
は
、
故
障
申
立
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
東
京
府
出
張
所
軽
罪
裁
判
所
会
議
局
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

れ
を
審
理
し
、
「
理
由
ナ
シ
」
と
し
て
そ
れ
を
却
下
、
こ
こ
に
予
審
は
決
定
し
た
。
関
係
被
告
は
、
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
、
吉
野
善
之
、

斎
藤
駿
、
川
島
宇
八
、
富
田
伊
三
郎
、
奥
山
竹
吉
．
岩
田
与
三
郎
の
八
名
で
あ
る
．
彼
等
は
東
京
重
罪
裁
判
所
の
裁
判
を
う
け
る
た
め
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

京
へ
護
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
東
京
か
ら
小
笠
原
へ
赴
い
た
一
行
の
内
、
立
木
御
用
掛
と
東
京
府
属
官
の
矢
野
、
佐
藤
、
岡
村
と
、
警
察
庁
の
片
岡
巡
査
長
以
下
巡
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）
（
1
2
）

十
五
名
は
島
に
残
り
、
他
の
者
は
全
て
七
月
一
日
に
島
を
引
き
あ
げ
、
七
月
四
日
、
品
川
に
帰
っ
た
。

19
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そ
の
後
、
約
六
ヵ
月
を
経
た
明
治
十
九
年
一
月
九
日
、
前
掲
の
公
訴
状
が
提
出
さ
れ
、
愈
々
重
罪
裁
判
所
の
裁
判
開
始
が
決
定
し
た
。

一
月
二
十
四
目
、
郵
便
報
知
新
聞
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
（
句
読
点
．
手
塚
、
以
下
新
聞
記
事
同
じ
）
。

　
小
笠
原
島
兇
徒
鰯
集
事
件
は
、
東
京
重
罪
裁
判
所
第
一
期
第
三
号
の
公
判
に
付
せ
ら
れ
、
開
廷
は
明
廿
五
日
と
定
め
ら
れ
、
其
被
告
人
は
山
崎
太
平
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

斎
藤
駿
、
川
島
卯
八
、
北
川
酉
之
助
、
富
田
伊
三
郎
、
吉
野
善
兵
衛
、
奥
山
竹
吉
、
岩
田
与
三
郎
の
八
名
に
て
、
弁
護
人
は
小
笠
原
久
吉
氏
な
り
。

20

こ
の
公
判
の
模
様
は
、
朝
野
新
聞
が
詳
し
く
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

O
一
月
二
十
六
日
・
朝
野
新
聞

　
昨
日
、
東
京
重
罪
裁
判
所
に
於
て
開
か
れ
た
る
兇
徒
嚇
集
事
件
裁
判
長
は
中
沢
重
業
氏
、
陪
席
判
事
は
川
村
応
心
、
中
御
門
経
明
の
二
氏
、
検
察
官

は
岡
野
正
理
氏
に
て
、
正
午
よ
り
開
廷
せ
り
。
弁
護
人
小
笠
原
久
吉
氏
は
予
審
調
書
を
見
る
に
、
判
事
の
間
に
他
の
者
は
斯
く
申
立
あ
る
が
如
何
と
か
、

又
は
汝
等
の
所
為
は
兇
徒
囁
集
と
認
め
ざ
る
を
得
ず
と
か
云
へ
る
こ
と
あ
り
、
是
は
治
罪
法
第
百
五
十
条
に
其
罪
を
白
状
せ
し
む
る
為
、
恐
嚇
又
は
詐

言
を
用
ふ
可
か
ら
ず
と
あ
る
に
違
背
せ
し
者
な
れ
ば
、
此
儘
に
て
公
判
を
開
く
を
得
ず
と
て
異
議
の
申
立
て
を
為
し
た
が
、
判
事
は
之
を
棄
却
し
、
山

崎
太
平
の
審
問
を
始
め
た
り
。
山
崎
太
平
日
く
、
抑
も
今
回
の
事
た
る
被
告
等
が
砂
糖
搾
器
械
を
農
商
務
省
よ
り
五
台
借
用
し
た
る
に
付
、
其
入
費
升

円
を
上
納
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
右
に
付
会
議
所
よ
り
其
上
納
方
を
人
民
に
督
促
す
る
こ
と
度
々
な
る
故
、
被
告
等
集
会
し
て
相
談
せ
し
に
、
是
迄
徴
収
せ

し
金
員
に
て
会
議
所
の
管
理
内
に
あ
る
者
殆
ど
百
余
円
あ
れ
ば
、
此
内
よ
り
上
納
す
る
方
宜
し
か
ら
ん
、
元
来
、
会
議
に
て
決
議
せ
し
こ
と
は
人
民
の

不
利
益
た
る
者
多
く
、
儲
蓄
米
規
則
の
如
き
も
大
に
不
都
合
の
事
あ
れ
ば
、
夫
れ
是
れ
人
民
を
集
め
て
相
談
せ
ん
と
、
六
七
十
名
を
集
め
、
一
同
協
議

し
て
清
瀬
に
至
り
、
同
所
よ
り
自
分
外
四
名
の
み
出
張
所
に
出
向
き
、
近
傍
の
小
学
校
に
て
帳
簿
等
を
取
調
べ
た
る
に
、
決
議
録
も
な
く
日
誌
も
な
く
、

又
議
長
に
付
て
質
問
す
れ
ば
、
曖
昧
の
事
の
み
申
立
て
判
然
と
せ
ず
、
依
て
是
等
は
議
長
の
職
分
を
尽
さ
ざ
る
者
故
、
議
長
等
を
解
職
せ
し
め
、
又
其

決
議
の
取
消
し
を
出
願
し
た
る
に
、
許
可
の
指
令
を
得
た
れ
ば
、
更
に
儲
蓄
米
の
割
戻
し
を
出
願
せ
し
に
、
是
亦
許
可
に
な
り
た
り
。
然
る
に
其
後
に

至
り
遂
に
縛
せ
ら
れ
て
此
に
至
れ
り
と
（
中
略
ー
手
塚
註
）
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〇
一
月
二
十
七
日
・
朝
野
新
聞
（
続
）

　
次
に
北
川
酉
之
助
の
審
問
を
な
す
。
北
川
曰
く
、
余
等
が
縛
に
就
き
た
る
ま
で
の
顧
末
は
、
山
崎
の
陳
述
に
て
略
ぼ
尽
せ
り
。
只
一
言
判
事
閣
下
の

参
考
に
供
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
当
時
米
国
汽
船
サ
ソ
パ
ブ
ロ
号
の
薪
炭
を
求
む
る
為
め
渡
来
し
、
島
民
に
就
て
薪
を
求
む
る
や
、
余
等
は
嶋
民
と
共

に
出
張
所
に
出
願
し
、
許
可
を
得
て
同
号
の
船
長
と
一
週
間
内
に
要
求
の
薪
を
伐
出
す
べ
き
こ
と
を
約
定
せ
り
．
然
る
に
該
船
に
は
支
那
人
八
百
余
人

も
乗
組
み
居
た
れ
ば
、
一
日
の
滞
在
費
は
少
小
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
頻
り
に
其
伐
採
方
を
取
急
ぎ
、
遂
に
一
噸
に
付
五
十
銭
宛
の
増
金
を
な
す
こ
と
に
し

た
り
．
然
る
に
伐
採
後
、
出
張
所
の
官
吏
は
右
の
金
員
百
八
十
五
弗
は
島
民
に
送
り
し
も
の
に
あ
ら
ず
、
船
長
よ
り
我
々
官
吏
の
労
に
酬
ゆ
る
為
め
送

ら
れ
し
も
の
な
り
と
て
、
官
吏
一
同
に
て
分
配
せ
ら
れ
た
り
き
．
依
て
自
分
等
は
船
長
よ
り
送
ら
れ
た
る
書
状
を
証
と
し
て
種
々
官
吏
に
迫
り
た
る
も
、

一
向
受
付
け
ら
れ
ざ
れ
ば
、
己
む
を
得
ず
自
分
外
四
名
が
上
京
し
て
船
長
の
書
状
を
証
と
し
其
筋
へ
出
願
せ
ん
と
せ
し
か
ば
、
出
張
所
の
官
吏
等
は
大

に
恐
れ
遂
に
余
等
が
行
為
を
以
て
兇
徒
鵬
集
な
り
と
告
訴
せ
ら
れ
、
以
て
其
不
正
を
蔽
ひ
た
り
．
然
る
に
其
後
、
立
木
兼
善
氏
が
該
島
出
張
所
長
と
な

り
赴
任
せ
ら
る
る
や
、
同
氏
の
清
廉
な
る
直
に
其
不
正
を
責
め
て
、
人
民
一
同
に
割
戻
さ
れ
た
る
は
、
我
々
の
縛
せ
ら
れ
て
獄
中
に
繋
が
る
る
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
レ

も
猶
欣
喜
し
て
措
か
ざ
る
所
な
り
と
、
夫
よ
り
斎
藤
駿
、
吉
野
善
之
、
川
島
助
八
、
富
田
伊
三
郎
、
奥
山
竹
吉
、
岩
田
与
三
郎
と
順
次
審
間
あ
り
し
が
、

山
崎
の
陳
述
と
同
一
な
れ
ば
略
し
て
記
せ
ず
、
午
後
四
時
過
き
閉
廷
せ
り
．

○
一
月
二
十
八
日
・
朝
野
新
聞
（
続
）

　
廿
六
日
前
十
時
開
廷
す
。
裁
判
長
は
昨
日
に
引
続
き
審
問
を
な
す
旨
を
陳
べ
、
富
田
伊
三
郎
よ
り
奥
山
竹
吉
、
岩
田
与
三
郎
、
山
崎
太
平
、
北
川
酉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

之
助
、
斎
藤
駿
、
吉
野
善
之
、
川
島
助
八
と
順
次
被
告
等
が
昨
日
陳
述
せ
し
事
実
の
要
点
に
付
、
裁
判
長
よ
り
訊
問
を
な
し
、
終
て
証
拠
物
を
取
調
べ
、

夫
よ
り
証
拠
書
類
の
朗
読
あ
り
し
が
、
時
既
に
正
午
な
る
を
以
て
一
時
休
憩
し
、
午
後
再
び
審
問
を
開
か
れ
し
に
、
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
の
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

よ
り
先
刻
朗
読
せ
ら
れ
た
る
証
拠
書
類
は
、
中
島
藍
州
、
喜
多
悦
造
等
よ
り
、
余
等
は
官
吏
を
強
迫
し
又
は
官
庁
に
喧
闇
し
た
り
と
申
立
あ
る
も
、
余

等
の
所
為
に
就
て
は
決
し
て
右
等
の
事
実
あ
る
べ
き
筈
な
け
れ
ば
、
是
れ
全
く
余
等
が
サ
ン
バ
ブ
ロ
号
よ
り
送
ら
れ
し
金
の
こ
と
に
付
、
其
筋
の
裁
可

を
受
け
ん
と
出
京
せ
し
を
恐
れ
、
斯
く
の
如
き
こ
と
を
構
造
し
て
告
発
せ
ら
れ
た
る
者
な
り
と
陳
述
し
、
且
北
川
酉
之
助
よ
り
は
証
人
と
し
て
右
等
の

人
々
を
召
喚
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
又
斎
藤
駿
よ
り
は
サ
ン
パ
ブ
ロ
号
よ
り
送
ら
れ
し
欧
文
の
書
状
を
取
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
求
し
た
る
に
、
検

察
官
は
、
是
等
の
こ
と
は
本
件
に
無
用
な
れ
ば
速
か
に
棄
却
あ
る
べ
き
旨
を
陳
べ
、
弁
護
人
は
被
告
等
の
罪
と
な
る
と
な
ら
ざ
る
と
は
、
只
官
吏
を
強

迫
し
、
又
は
官
庁
に
喧
開
し
た
り
と
云
ふ
点
に
あ
り
、
然
る
に
此
の
事
た
る
被
告
等
の
陳
述
せ
ざ
る
所
な
る
の
み
な
ら
ず
、
被
告
等
の
行
為
上
よ
り
見

る
も
決
し
て
斯
く
の
如
き
事
実
あ
り
と
は
信
ぜ
ら
れ
ざ
る
に
、
独
り
証
人
の
み
其
事
実
あ
り
と
申
立
て
し
な
ら
ば
、
証
人
を
召
喚
し
て
之
を
取
調
べ
ら

21
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ハ
ま
ま
レ

る
玉
は
最
も
必
要
の
事
な
り
と
信
ず
れ
ば
、
速
に
召
喚
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
と
陳
べ
し
に
、
裁
判
長
は
陪
席
判
事
の
意
見
を
聞
き
、
判
決
を
な
す
べ
き

旨
を
告
げ
て
退
廷
せ
ら
れ
し
が
、
間
も
な
く
出
廷
し
、
被
告
人
の
請
求
は
本
件
の
事
実
を
確
む
る
に
必
要
な
り
と
認
め
ざ
れ
ば
、
採
用
し
難
し
と
判
決

し
、
是
れ
に
て
事
実
の
審
問
を
終
り
た
り
。
依
て
検
察
官
は
事
実
の
論
告
を
な
し
て
日
く
、
被
告
等
に
当
然
の
手
続
を
以
て
当
然
の
事
を
な
し
た
る
者

に
し
て
、
決
し
て
官
吏
を
強
迫
し
、
又
は
官
庁
に
喧
閑
せ
し
こ
と
な
し
と
云
ふ
と
錐
ど
も
、
決
し
て
然
る
に
あ
ら
ず
、
被
告
等
は
実
に
公
訴
状
に
あ
る

所
の
行
為
を
な
し
た
る
者
な
り
．
其
証
拠
は
公
訴
状
に
掲
ぐ
る
所
を
以
て
充
分
な
り
と
、
弁
護
人
曰
く
、
被
告
等
の
所
為
は
決
し
て
法
律
の
間
ふ
所
に

あ
ら
ず
、
彼
の
多
数
の
人
々
を
集
会
し
た
る
が
如
き
は
、
島
中
の
習
慣
に
て
難
難
辛
苦
の
こ
と
あ
る
時
は
、
相
集
り
て
其
相
談
を
な
す
は
、
古
来
珍
ら

し
か
ら
ず
、
故
に
サ
ソ
バ
プ
・
号
の
来
り
し
時
も
．
多
数
の
人
民
相
集
会
し
て
之
を
相
談
せ
り
。
去
れ
ば
法
律
に
云
ふ
所
の
囎
集
と
か
何
と
か
云
ふ
如

　
　
パ
ま
ま
ロ

き
竹
槍
席
旗
を
以
て
強
迫
暴
行
し
、
多
衆
を
集
め
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
又
其
集
会
す
る
や
其
旨
官
庁
に
届
出
で
た
る
が
如
き
事
実
を
挙
ぐ
れ
ば
、
着

々
被
告
等
が
法
律
を
犯
し
た
こ
と
な
き
を
証
す
る
に
足
る
べ
し
と
て
、
検
察
官
の
論
告
を
不
当
な
り
と
駁
撃
し
た
る
に
、
検
察
官
は
之
れ
に
対
し
て
予

審
の
調
書
中
よ
り
被
告
等
の
判
事
の
問
に
答
へ
た
る
緊
急
な
る
点
を
指
摘
し
、
之
れ
を
反
駁
せ
ら
れ
た
る
に
、
裁
判
長
は
取
急
ぐ
こ
と
あ
り
と
て
、
検

察
官
の
弁
論
中
途
に
て
閉
廷
せ
り
。
時
に
後
三
時
三
十
分
な
り
。

○
一
月
二
十
九
日
・
朝
野
新
聞
（
終
）

　
廿
七
日
午
前
十
一
時
開
廷
す
。
検
察
官
は
昨
日
に
引
続
き
弁
護
人
の
駁
撃
に
取
掛
ら
ん
と
せ
し
に
、
弁
護
人
は
其
前
一
言
申
上
げ
置
度
こ
と
あ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

て
、
前
日
被
告
等
よ
り
請
求
せ
し
証
人
呼
出
し
の
儀
に
付
き
再
び
治
罪
法
第
百
七
十
条
及
び
同
第
二
百
八
十
六
条
に
依
り
、
是
非
と
も
御
召
喚
あ
り
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

き
旨
を
陳
べ
し
に
、
検
察
官
は
事
実
の
弁
論
に
移
り
た
れ
ば
治
罪
法
第
三
百
八
十
三
条
に
依
り
証
人
と
し
て
取
調
べ
を
な
す
を
得
ず
と
駁
せ
し
が
、
裁

判
長
は
弁
護
人
の
駁
撃
に
対
し
一
々
弁
駁
せ
し
に
、
弁
護
人
よ
り
も
又
々
駁
撃
あ
り
て
後
ち
、
刑
の
適
用
に
至
り
、
検
察
官
は
山
崎
太
平
以
下
五
名
は

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

刑
法
第
百
三
十
七
条
に
依
り
重
懲
役
に
処
し
，
富
田
伊
三
郎
以
下
三
名
は
其
囑
集
に
応
し
勢
を
助
け
た
る
者
な
れ
ば
．
軽
懲
役
六
年
以
上
八
年
以
下
に

処
断
す
べ
き
者
な
り
と
云
ひ
、
弁
護
人
は
刑
法
第
二
条
に
拠
り
無
罪
の
言
渡
し
あ
る
べ
き
老
な
り
と
論
ぜ
し
に
、
裁
判
長
は
追
て
宣
告
さ
る
べ
き
旨
を

陳
べ
て
閉
廷
せ
り
。
時
に
午
后
二
時
な
り
。
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こ
の
法
廷
で
は
右
報
道
に
よ
る
と
、
被
告
、
弁
護
人
と
、
検
察
官
、

た
が
、
結
局
、
裁
判
長
の
訴
訟
指
揮
に
押
し
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

裁
判
長
と
の
間
に
、
証
人
喚
間
を
迫
っ
て
は
げ
し
い
応
酬
が
あ
っ



そ
し
て
一
月
二
十
九
日
、
東
京
重
罪
裁
判
所
は
被
告
全
員
に
有
罪
を
み
と
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

次
の
よ
う
な
判
決
を
宣
告
し
た
。

東
京
重
罪
裁
判
所
宣
告
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群
馬
県
上
野
国
上
田
郡
桐
生
新
町
三
丁
目
三
百
十
二
番
地
平
民
東

京
府
管
轄
小
笠
原
父
島
扇
浦
新
森
駒
吉
方
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
太
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
年
十
一
月

前
同
島
長
谷
居
住
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
川
　
酉
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
四
年
十
月

駿
河
国
駿
東
郡
玉
川
村
三
百
二
十
四
番
地
士
族
前
同
島
扇
浦
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
　
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
二
年
九
月

前
同
島
扇
浦
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
野
　
善
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
九
年
五
月

前
同
島
小
袋
沢
村
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
卯
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
三
年

前
同
島
扇
浦
西
町
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
田
伊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
年
八
月
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前
同
島
同
所
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
山
　
竹
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
三
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
同
島
同
所
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
田
与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
年

　
右
山
崎
太
平
始
メ
八
名
力
兇
徒
聚
集
被
告
事
件
検
察
官
ノ
公
訴
ニ
ョ
リ
親
シ
ク
被
告
人
ヲ
審
問
シ
証
拠
物
ヲ
示
シ
予
審
判
事
力
蒐
輯
シ
タ
ル
各
調
書

ヲ
朗
読
シ
検
察
官
ノ
意
見
弁
護
人
ノ
弁
論
等
ヲ
聴
キ
審
理
判
決
ス
ル
左
ノ
如
シ

　
被
告
人
等
ハ
明
治
十
八
年
四
月
七
日
夜
製
糖
器
械
代
価
上
納
方
二
付
相
談
ス
ヘ
ク
ト
テ
同
島
内
父
島
扇
浦
扇
玉
為
吉
方
二
集
合
シ
タ
ル
際
兼
テ
在
小

笠
原
島
東
京
府
出
張
所
ヨ
リ
施
行
ス
ル
諸
規
則
及
同
所
会
議
所
ノ
議
決
等
二
不
服
ノ
点
ア
ル
ヲ
以
テ
其
出
張
所
ヨ
リ
発
布
ス
ル
所
ノ
諸
規
則
廃
止
議
員

改
選
ノ
請
願
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
シ
被
告
ノ
内
山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
斎
藤
駿
吉
野
善
之
川
島
卯
八
ハ
惣
代
人
ト
ナ
リ
富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
岩
田
与
三
郎

ハ
各
村
人
民
ヲ
囎
聚
ス
ル
ノ
役
二
当
リ
其
明
日
則
明
治
十
八
年
四
月
八
日
午
前
右
惣
代
人
山
崎
太
平
等
出
張
所
二
至
リ
議
長
清
水
常
吉
二
向
テ
会
議
所

へ
ま
ま
レ
牒
簿
披
見
ヲ
求
メ
置
キ
而
シ
テ
囎
集
シ
タ
ル
多
数
ノ
人
民
一
同
食
糧
ヲ
用
意
シ
扇
浦
ヨ
リ
押
送
リ
船
二
乗
リ
清
瀬
二
上
陸
シ
此
所
二
衆
民
ヲ
屯
集
セ
シ

メ
右
総
代
人
等
再
ヒ
出
張
所
二
至
リ
会
議
牒
簿
ヲ
借
受
ケ
同
所
小
学
校
二
於
テ
幹
事
宮
内
多
平
ヲ
立
会
ハ
シ
メ
清
水
常
吉
ヲ
間
詰
シ
常
吉
答
弁
ノ
曖
昧

ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
以
テ
人
民
二
報
シ
此
時
前
惣
代
人
則
被
告
山
崎
太
平
始
メ
五
人
ハ
更
二
晴
集
人
民
ヨ
リ
総
代
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
其
日
午
后
十
時
頃
二
至
テ

右
惣
代
人
始
メ
則
チ
被
告
一
同
囎
集
人
民
ト
共
二
出
張
所
二
押
寄
官
吏
二
対
シ
議
員
改
革
願
書
ヲ
出
シ
而
シ
テ
清
水
常
吉
方
二
至
リ
同
人
二
議
長
ノ
任

ヲ
剥
ク
旨
ヲ
告
ケ
続
テ
各
議
員
ヲ
清
瀬
二
呼
寄
セ
其
任
ヲ
解
カ
シ
メ
猶
又
出
張
所
二
押
寄
東
京
府
九
等
属
南
川
将
一
二
迫
リ
会
議
所
ノ
決
議
ニ
ナ
リ
シ

諸
達
ヲ
取
消
シ
及
ヒ
予
備
貯
蓄
米
下
戻
ヲ
願
ヒ
即
時
其
ノ
指
令
ヲ
為
サ
シ
メ
倉
庫
ヲ
開
キ
米
穀
ヲ
配
当
シ
一
面
ハ
清
水
常
吉
二
係
リ
犯
罪
ノ
事
ヲ
挙
ヶ

告
訴
シ
警
察
掛
リ
ヲ
シ
テ
即
時
訊
問
ヲ
為
サ
シ
メ
囎
聚
人
民
傍
聴
ト
号
ケ
テ
侵
入
シ
タ
リ

　
然
ル
ニ
被
告
人
等
二
於
テ
ハ
多
数
人
民
ハ
皆
清
瀬
二
止
メ
惣
代
員
ノ
ミ
出
張
所
二
入
リ
官
吏
ノ
自
由
ヲ
妨
ケ
ズ
シ
テ
指
令
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
弁

護
ス
レ
ト
モ
囎
集
人
民
屯
集
地
ト
出
張
所
ト
ノ
間
僅
二
十
町
余
ノ
距
離
ニ
シ
テ
仮
令
一
同
出
張
所
二
押
寄
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
ト
ス
ル
ト
モ
威
勢
ヲ
示
シ

タ
ル
ノ
情
況
自
ラ
明
ナ
リ
加
之
各
官
吏
ノ
申
立
二
照
セ
ハ
多
数
ノ
人
民
ト
共
二
出
張
所
二
迫
リ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
其
達
類
取
消
貯
蓄
米
取
戻
願
ノ
指
令
及

清
水
常
吉
ノ
審
問
ヲ
要
シ
タ
ル
時
ハ
皆
夜
間
ニ
シ
テ
官
庁
事
務
ヲ
執
ル
ノ
時
二
非
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
即
時
二
其
処
分
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
ハ
是
亦
多
衆
ノ
勢

塞
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ヲ
示
シ
タ
ル
ノ
跡
明
白
ナ
リ

　
右
ノ
事
業
ハ
東
京
府
知
事
ノ
告
発
状
中
島
藍
州
喜
多
悦
蔵
ノ
予
審
調
書
南
川
将
一
ノ
申
立
並
二
各
被
告
人
力
予
審
及
当
法
廷
二
於
テ
ノ
供
状
二
照
シ

其
証
愚
充
分
ナ
リ
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
因
テ
之
ヲ
法
律
二
照
ス
ニ
山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
斎
藤
駿
吉
野
善
之
川
島
卯
八
ハ
共
二
刑
法
第
百
三
十
七
条
二
依
リ
兇
徒
多
衆
ヲ
囎
集
メ
官
庁
二
喧

闇
シ
官
吏
二
強
迫
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
首
魁
タ
ル
ヲ
以
テ
重
懲
役
二
当
ル
其
斎
藤
駿
川
島
卯
八
ハ
事
情
軽
減
ス
ヘ
キ
所
ア
ル
ヲ
以
同
法
第
九
十
条
第
八
十
九

（
1
9
）条
二
照
シ
テ
一
等
ヲ
酌
減
ス
ヘ
キ
者
ト
ス
富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
岩
田
与
三
郎
ハ
同
条
中
其
囎
集
二
応
シ
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
者
ハ
軽
懲
役
二
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

シ
其
情
軽
キ
者
ハ
一
等
ヲ
減
ス
ト
ア
ル
ニ
当
ル
ヲ
以
テ
同
第
六
十
九
条
二
照
シ
ニ
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
二
処
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

　
右
ノ
理
由
ナ
ル
ヲ
以
テ
山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
吉
野
善
之
ヲ
重
懲
役
十
年
二
斎
藤
駿
川
島
卯
八
ヲ
軽
懲
役
七
年
二
富
田
伊
三
郎
ヲ
重
禁
鋼
五
年
二
奥

山
竹
吉
岩
田
与
三
郎
ヲ
重
禁
鋼
三
年
二
処
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　
　
　
但
シ
犯
罪
ノ
用
二
供
シ
タ
ル
書
類
ハ
没
収
ス

　
明
治
十
九
年
一
月
二
十
九
目
東
京
重
罪
裁
判
所
公
廷
二
於
テ
検
察
官
検
事
岡
野
正
理
立
会
宣
告
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
重
罪
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
　
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陪
席
　
　
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陪
席
　
　
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
記

こ
の
判
決
に
対
し
、
被
告
全
員
は
そ
れ
を
不
服
と
し
て
直
に
上
告
を
決
意
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
昨
今
両
日
の
公
判
欄
内
に
掲
載
せ
る
小
笠
原
兇
徒
哺
集
の
被
告
山
崎
太
平
始
め
八
名
は
、
其
裁
判
に
服
せ
ず
、

一中川中
　御
色門村沢

純経応重
一明心業鴛

一
月
三
十
一
目
・
郵
便
報
知
新
聞
は
、

　
　
大
審
院
へ
上
告
す
る
由
な
り

と
報
じ
、
さ
ら
に
二
月
三
日
・
同
新
聞
は

　
小
笠
原
兇
徒
囎
集
事
件
の
公
判
既
に
決
せ
し
も
、
被
告
人
等
は
其
裁
判
に
服
せ
ず
、
大
審
院
へ
上
告
す
る
由
な
る
が
、
右
公
判
の
景
況
等
報
告
の
為

め
曇
に
上
京
し
た
る
同
島
人
岡
崎
某
、
荒
井
某
の
両
人
は
、
明
後
五
日
解
撹
の
便
船
に
搭
し
、
一
先
つ
帰
島
し
、
尚
上
告
審
問
の
節
再
ひ
上
京
す
る
筈
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な
り
と
、
右
両
人
滞
京
中
の
費
用
は
、
同
島
民
中
よ
り
支
弁
す
る
約
束
な
る
に
．
一
度
も
送
金
せ
さ
る
に
付
、
両
人
は
非
常
に
困
難
を
極
め
、

　
　
　
ハ
ま
ま
レ

回
の
囚
徒
七
名
の
家
族
等
も
同
島
民
が
養
育
す
る
約
束
あ
れ
ど
、
其
辺
も
思
束
な
し
と
て
一
時
帰
島
す
る
に
決
せ
り
と
聞
く
。

且
つ
今

　
と
も
報
じ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
被
告
の
内
、
岩
田
与
三
郎
だ
け
は
上
告
を
取
り
下
げ
、
第
一
審
判
決
に
服
罪
、
石
川
島
監
獄

　
　
　
　
　
（
2
2
）

署
に
入
監
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
期
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
十
九
年
十
月
の
大
審
院
判
決
が
出
さ
れ
る
以
前
に
、
獄
内
で
コ
レ
ラ
の
た
め

　
　
　
　
　
（
2
3
）

病
死
し
て
い
る
。

　
山
崎
太
平
等
七
名
に
関
す
る
上
告
審
の
こ
と
は
、
そ
の
後
も
時
々
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
。
例
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
〇
二
月
二
十
国
日
・
朝
野
新
聞

　
　
小
笠
原
島
兇
徒
囎
集
事
件
の
被
告
人
は
、
先
比
開
か
れ
た
る
重
罪
裁
判
に
服
せ
ず
上
告
せ
し
が
、
其
趣
意
は
島
民
の
習
慣
に
依
り
集
会
し
た
る
も
の

　
に
し
て
、
東
京
府
出
張
所
に
迫
る
為
め
集
会
せ
し
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
に
あ
り
て
、
又
同
公
判
は
来
月
上
旬
開
廷
せ
ら
る
N
と
の
事

　
〇
四
月
六
日
・
朝
野
新
聞

　
　
小
笠
原
島
兇
徒
囎
聚
事
件
の
山
崎
太
平
外
六
名
の
上
告
は
、
遠
か
ら
ず
開
廷
せ
ら
る
～
由
に
て
、
其
代
言
人
小
笠
原
久
吉
氏
は
、
昨
日
よ
り
大
審
院

　
に
て
書
類
の
謄
写
を
始
め
ら
る
。

　
〇
四
月
十
一
日
・
朝
野
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
レ

　
　
前
号
に
記
載
し
た
る
小
笠
原
島
兇
徒
囎
集
事
件
の
上
告
代
理
人
は
小
笠
原
氏
一
名
な
り
し
が
、
林
利
一
氏
を
加
へ
二
名
に
せ
ら
れ
た
り
と
。

　
〇
四
月
十
六
日
・
朝
野
新
聞

　
　
小
笠
原
兇
徒
囎
集
事
件
上
告
の
公
判
は
、
昨
日
開
廷
の
筈
な
り
し
が
、
都
合
に
依
り
延
期
せ
ら
れ
た
り
。

そ
の
後
、
公
判
は
随
分
と
延
々
と
な
り
、
漸
く
十
月
に
開
廷
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

二
十
六
日
で
あ
っ
た
．
そ
の
判
決
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

正
確
な
日
時
と
回
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
判
決
の
言
渡
は
十
月
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明
治
十
九
年
第
五
百
三
十
七
号

　
　
　
宣
告
書

群
馬
県
上
野
国
山
田
郡
桐
生
新
町
三
丁
目
三
百
十
二
番
地
平
民

東
京
府
管
轄
小
笠
原
島
父
島
扇
浦
新
森
福
吉
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
太
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
九
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
年
十
一
ヶ
月

前
同
島
長
谷
居
住
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
川
　
酉
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
二
十
四
年
十
月

静
岡
県
駿
河
国
駿
東
郡
玉
川
村
三
百
二
十
四
番
地

前
登
島
扇
浦
寄
留
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
　
　
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
四
十
二
年
九
月

前
同
島
扇
浦
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
野
　
善
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
三
十
九
年
五
月

前
同
島
北
袋
沢
村
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
島
卯
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
四
十
三
年

前
同
島
扇
浦
西
町
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
田
　
伊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
三
十
八
年
八
月
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前
同
島
同
所
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
山
　
竹
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
四
十
三
年
二
月

右
太
平
外
六
名
ガ
被
告
事
件
二
付
明
治
十
九
年
一
月
二
十
九
日
東
京
重
罪
裁
判
所
二
於
テ
被
告
山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
斎
藤
駿
吉
野
善
之
川
島
卯
八
ハ

兇
徒
多
衆
ヲ
囎
集
シ
テ
官
庁
二
喧
闊
シ
官
吏
二
強
逼
シ
タ
ル
者
被
告
富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
ハ
其
囎
聚
二
応
シ
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
者
ト
判
定
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
吉
野
善
之
ハ
刑
法
第
百
三
十
七
条
二
依
リ
重
懲
役
十
年
二
斎
藤
駿
川
島
卯
八
ハ
同
条
二
依
リ
原
諒
ス
ヘ
キ
所
ア
ル
ヲ
以
テ
傍
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

第
九
十
条
及
第
八
十
九
条
二
照
シ
一
等
ヲ
減
シ
軽
懲
役
二
富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
ハ
同
第
百
三
十
七
条
中
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
者
ハ
軽
懲
役
二
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

シ
其
惜
軽
キ
者
ハ
一
等
ヲ
減
ス
ト
ア
ル
ニ
当
ル
ヲ
以
テ
同
第
六
十
九
条
二
照
シ
富
田
伊
三
郎
ヲ
重
禁
鋼
五
年
奥
山
竹
吉
ヲ
重
禁
鋼
三
年
二
処
ス
但
犯
罪

ノ
用
二
供
シ
タ
ル
書
類
ハ
没
収
ス
ト
言
渡
シ
タ
ル
裁
判
二
対
シ
被
告
七
名
ハ
上
告
ヲ
為
シ
タ
リ
而
シ
テ
山
崎
太
平
北
川
酉
之
助
斎
藤
駿
吉
野
善
之
川
島

卯
八
ノ
要
旨
ハ
第
一
予
審
調
書
ハ
詐
言
ヲ
用
ヒ
被
告
人
二
白
状
ヲ
誘
導
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
重
罪
ノ
公
判
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
裁
判
上
証
愚
タ
ル
ノ
効
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
故
二
異
議
ノ
申
立
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ
之
ヲ
却
下
シ
該
調
書
ヲ
証
拠
ト
シ
タ
ル
ハ
不
法
ナ
リ
第
二
被
告
等
ハ
公
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

開
廷
前
五
名
ノ
証
人
呼
出
ヲ
請
求
シ
且
公
判
二
臨
ミ
更
二
証
人
呼
出
及
ヒ
証
拠
物
取
寄
セ
ヲ
請
求
シ
タ
ル
ニ
採
用
セ
ズ
又
治
罪
法
第
三
百
九
十
二
条
二

依
リ
反
証
ヲ
差
出
ス
ヲ
得
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
告
知
セ
サ
ル
ハ
不
法
ナ
リ
第
三
被
告
等
力
集
会
ノ
際
人
民
共
有
金
出
納
帳
簿
閲
覧
ノ
事
ヲ
約
シ
タ
ル
迄
ナ
ル
ニ

原
裁
判
所
ハ
諸
規
則
廃
止
及
ヒ
議
員
改
選
ノ
請
願
ノ
事
ヲ
約
シ
タ
ル
カ
如
ク
ニ
事
実
ヲ
構
造
シ
テ
言
渡
ヲ
為
セ
シ
ハ
事
実
ノ
理
由
不
備
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
ソ

第
四
原
判
文
二
富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
岩
田
与
三
郎
ハ
各
村
民
ヲ
囎
集
ス
ル
ノ
役
二
当
リ
中
略
而
シ
テ
囎
集
シ
タ
ル
多
数
ノ
人
民
一
同
食
料
ヲ
用

意
シ
云
々
ト
ノ
ミ
ニ
テ
如
何
ナ
ル
方
法
ヲ
以
テ
囎
集
シ
タ
ル
ヤ
毫
モ
其
事
実
ヲ
掲
載
セ
サ
ル
ハ
事
実
ノ
理
由
不
備
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
第
五
原
判
文
二
其
目

午
后
十
時
頃
二
至
テ
云
々
ト
ア
リ
テ
明
治
十
八
年
四
月
八
日
午
后
十
時
頃
ヨ
リ
出
張
所
二
行
キ
議
員
改
革
願
ヲ
為
シ
清
水
常
吉
ヵ
議
長
ノ
任
ヲ
解
カ
シ

メ
其
他
数
多
ノ
コ
ト
ヲ
ナ
シ
タ
ル
如
ク
記
載
ア
ル
モ
僅
ヵ
一
夜
問
ニ
ナ
シ
遂
ク
ヘ
キ
理
由
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
昼
夜
ヲ
区
別
セ
ス
特
二
議
員
改
革
願
書

ヲ
差
出
シ
タ
ル
ト
而
已
ア
リ
テ
其
結
果
ヲ
示
サ
・
リ
シ
ハ
事
実
ノ
理
由
不
備
ナ
リ
第
六
原
判
文
二
一
同
人
民
力
清
瀬
ヨ
リ
出
張
所
二
押
寄
セ
ト
云
ヒ
恰

モ
清
瀬
ニ
ハ
一
人
モ
居
ラ
サ
ル
如
ク
記
載
シ
ナ
カ
ラ
其
次
へ
直
二
各
議
員
ヲ
清
瀬
二
喚
寄
セ
ト
記
シ
タ
ル
ハ
事
実
ノ
理
由
ノ
齪
驕
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
第
七

被
告
等
ハ
予
備
貯
蓄
米
ノ
下
戻
ヲ
願
ヒ
タ
ル
モ
即
時
二
其
指
令
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
ニ
非
ス
且
其
受
取
ノ
手
続
キ
ニ
於
ル
モ
布
達
二
基
キ
配
当
ヲ
受
ヶ
タ

ル
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ
原
裁
判
所
二
於
テ
即
時
二
願
書
ノ
指
令
ヲ
求
メ
或
ハ
被
告
等
力
自
ラ
進
テ
倉
庫
ヲ
開
キ
米
穀
ヲ
配
当
シ
タ
ル
如
ク
判
定
セ
ラ
レ
タ

ル
ハ
審
理
不
尽
ナ
リ
第
八
被
告
力
清
水
常
吉
ノ
犯
罪
ヲ
告
訴
ス
ル
ニ
当
リ
警
察
掛
ヲ
シ
テ
即
時
訊
問
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
及
ヒ
傍
聴
ト
号
シ
テ
侵
入
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シ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
原
判
文
二
即
時
訊
問
ヲ
為
サ
シ
メ
繍
集
人
民
傍
聴
ト
号
シ
テ
侵
入
シ
タ
リ
ト
ア
ル
ハ
事
実
理
由
不
備
ナ
リ
第
九
被
告
等
力
清
瀬
二

集
リ
タ
ル
モ
暴
威
ヲ
示
サ
・
リ
シ
コ
ト
ハ
現
二
中
島
藍
州
ノ
調
書
二
明
カ
ナ
リ
然
ル
ニ
原
判
文
二
威
勢
ヲ
示
シ
タ
ル
ノ
情
況
自
ラ
明
カ
ナ
リ
ト
ア
リ
テ

屯
集
人
民
力
如
何
シ
テ
威
勢
ヲ
示
シ
タ
ル
ヤ
其
事
実
ヲ
掲
載
セ
サ
ル
ハ
事
実
ノ
理
由
不
備
ナ
リ
第
十
被
告
等
ノ
所
為
ハ
島
地
ノ
慣
習
二
因
リ
集
合
シ
テ

匿
総
代
人
ヲ
選
ヒ
事
ヲ
出
願
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
原
判
文
ノ
事
実
ヲ
通
覧
ス
ル
モ
人
民
ヲ
囎
集
シ
暴
動
ヲ
為
シ
タ
ル
事
実
ノ
説
明
ナ
キ
ニ
俄
カ
ニ
刑
法
第
百

　
　
　
（
2
9
）

三
十
七
条
ノ
刑
ヲ
適
用
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
擬
律
錯
誤
ナ
リ
ト
云
二
在
リ

富
田
伊
三
郎
奥
山
竹
吉
力
上
告
ノ
要
旨
ハ
第
一
乃
至
第
十
迄
ハ
山
崎
太
平
外
四
名
力
論
告
ス
ル
所
ト
同
一
ニ
シ
テ
其
第
十
一
ハ
原
判
文
ノ
事
実
中
被
告

等
力
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
事
実
理
由
毫
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
是
レ
恰
モ
法
律
ノ
ミ
ヲ
掲
ケ
テ
罪
ヲ
断
定
シ
タ
ル
ハ
一
般
ニ
シ
テ
事
実
ノ
理
由
ヲ
附
セ

ラ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
ニ
ア
リ
傍
ホ
被
告
ノ
内
北
川
酉
之
助
ハ
ニ
回
弁
明
書
ヲ
差
出
シ
前
趣
旨
ヲ
敷
術
シ
且
原
判
文
二
犯
罪
ノ
用
二
供
シ
タ
ル
書
類
ハ
没

収
ス
ト
ノ
ミ
ニ
テ
法
律
ノ
正
条
ヲ
掲
ケ
サ
ル
ハ
不
法
ナ
リ
又
没
収
書
類
中
小
笠
原
島
商
法
会
議
ノ
日
誌
及
ヒ
東
京
府
出
張
所
ヘ
ノ
届
書
其
他
入
費
割
合

書
ノ
如
キ
ハ
皆
所
有
主
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
還
付
ス
ヘ
キ
ニ
之
ヲ
没
収
シ
タ
ル
ハ
不
法
ナ
リ
又
委
任
状
一
冊
ハ
唯
預
リ
置
ク
ト
ノ
、
・
・
ニ
テ
何
等
ノ
言
渡
ナ

キ
ハ
是
亦
不
法
ナ
リ
ト
拡
張
シ
被
告
吉
野
善
之
富
田
伊
三
郎
モ
亦
各
弁
明
書
ヲ
差
出
シ
前
論
旨
ヲ
拡
張
セ
リ

対
手
人
原
裁
判
所
検
事
長
加
納
謙
ハ
上
告
ノ
理
由
ナ
キ
旨
ヲ
答
弁
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

大
審
院
二
於
テ
治
罪
法
第
四
百
二
十
五
条
ノ
法
式
ヲ
履
行
シ
タ
ル
ニ
代
言
人
小
島
官
吾
小
笠
原
久
吉
上
野
靖
ハ
各
前
趣
旨
ヲ
拡
張
シ
且
原
判
文
二
各
調

書
ヲ
朗
読
シ
ト
ア
ル
モ
予
審
調
書
ハ
朗
読
セ
ス
シ
テ
採
用
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
越
権
ナ
リ
又
重
罪
犯
ハ
常
二
拘
束
ヲ
受
ク
ル
者
ナ
レ
ハ
公
廷
二
出
ル
時
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

其
拘
束
ヲ
解
キ
タ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
公
判
始
末
書
二
明
記
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
公
判
始
末
書
中
明
治
十
九
年
一
月
廿
七
日
同
廿
九
日
ノ
両
日
其
拘
束
ヲ

解
キ
タ
ル
コ
ト
ヲ
記
載
セ
サ
レ
ハ
両
目
共
拘
束
ヲ
解
カ
サ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
是
亦
越
権
ノ
処
分
ナ
リ
ト
論
弁
セ
リ
伽
テ
立
会
検
事
ノ
意
見
ヲ

聴
キ
之
ヲ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

抑
モ
諸
般
ノ
証
愚
ヲ
取
捨
採
択
ス
ル
ハ
事
実
裁
判
官
ノ
職
権
ナ
リ
ト
難
モ
荷
モ
其
採
テ
断
罪
ノ
資
料
ト
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
公
廷
二
於
テ
朗
読
又
ハ
指
示

　
シ
テ
被
告
二
弁
解
セ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
其
証
愚
二
対
シ
更
二
意
見
ヲ
陳
述
シ
又
ハ
反
対
証
ヲ
提
出
ス
ル
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
今

　
ヤ
代
言
人
ノ
拡
張
論
旨
二
依
リ
原
判
文
ヲ
閲
ス
ル
ニ
其
冒
頭
二
予
審
判
事
力
蒐
輯
シ
タ
ル
各
調
書
ヲ
朗
読
シ
云
々
ト
ア
ル
モ
公
判
始
末
書
二
就
キ
之
ヲ

調
査
ス
ル
ニ
東
京
府
知
事
ノ
告
発
書
中
島
颪
州
喜
多
悦
蔵
ノ
予
審
調
書
南
川
将
一
ノ
申
立
書
平
田
石
原
ノ
手
続
書
ハ
朗
読
シ
タ
ル
モ
被
告
人
太
平
善
之

等
ノ
予
審
調
書
ハ
毫
モ
朗
読
シ
タ
ル
事
跡
ナ
シ
然
ル
ニ
原
裁
判
所
ハ
之
ヲ
判
文
二
掲
ケ
以
テ
断
罪
ノ
要
具
二
供
シ
タ
ル
ハ
代
言
人
論
旨
ノ
如
ク
越
権
ノ

所
分
タ
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
又
原
判
文
二
富
田
伊
三
郎
奥
出
竹
吉
岩
田
与
三
郎
ハ
各
村
人
民
ヲ
囎
集
ス
ル
ノ
役
二
当
リ
云
々
而
シ
テ
囎
集
シ
タ
ル
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多
数
ノ
人
民
一
同
扇
浦
ヨ
リ
押
送
船
二
乗
り
云
々
ト
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
伊
三
郎
竹
吉
等
力
如
何
ナ
ル
方
法
ヲ
以
テ
人
民
ヲ
喀
集
シ
タ
ル
ヤ
毫
モ
其
事
実
理

由
ヲ
明
示
セ
ス
直
チ
ニ
刑
法
第
百
三
十
七
条
二
依
リ
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
者
ノ
刑
ヲ
適
用
シ
タ
ル
ハ
上
告
論
旨
ノ
如
ク
事
実
ノ
理
由
ヲ
欠
キ
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

不
法
ノ
裁
判
ニ
シ
テ
治
罪
法
第
四
百
十
条
第
九
第
十
一
二
相
当
ス
ル
上
告
ノ
原
由
ア
ル
者
ト
ス
已
二
以
上
ノ
ニ
点
ヲ
以
テ
破
殿
ヲ
認
ム
ル
上
ハ
其
他
各

論
旨
二
対
シ
一
凌
弁
明
ヲ
要
セ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

右
ノ
理
由
ナ
ル
ヲ
以
テ
治
罪
法
第
四
百
二
十
八
条
二
則
リ
原
裁
判
ノ
全
部
ヲ
破
殿
シ
更
二
適
法
ノ
裁
判
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
為
メ
横
浜
重
罪
裁
判
所
へ
移
ス

者
也
　
　
於
大
審
院
検
事
子
爵
加
納
久
宜
立
会
宣
告
ス

明
治
十
九
年
十
月
廿
六
日

大
審
院
第
一
局
長
　
池

大
審
院
評
定
官
　
　
岡

同
　
　
　
　
　
　
　
人

同
　
　
　
　
　
　
河

同
　
　
　
　
　
　
　
栗

裁
判
所
書
記
　
　
　
鈴

木山口見村田

懸政定恒為弥
治敬義民蔵一

圃回團回圃團
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こ
の
判
決
文
に
よ
り
、
法
廷
に
実
際
に
立
会
っ
た
弁
護
人
は
、
小
笠
原
久
吉
、
上
野
靖
、
小
島
官
吾
の
三
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

被
告
等
が
申
立
て
た
上
告
趣
旨
は
十
一
項
目
、
弁
護
人
が
申
立
て
た
そ
れ
は
二
項
目
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
、
大
審
院
が
「
上
告
ノ
原
由

ア
ル
」
と
認
め
た
の
は
、
第
一
審
の
法
廷
で
関
係
被
告
の
予
審
調
査
の
朗
読
が
な
か
っ
た
点
と
、
第
一
審
判
決
が
富
田
、
奥
山
等
が
人
民

を
囎
集
し
た
と
い
う
場
合
の
具
体
的
方
法
を
説
明
し
て
い
な
い
点
で
あ
り
、
そ
の
他
の
上
告
趣
旨
に
つ
い
て
は
当
否
を
認
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

そ
し
て
大
審
院
の
結
論
は
、
第
一
審
判
決
を
破
殿
し
、
事
件
を
横
浜
重
罪
裁
判
所
へ
移
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
翌
二
十
年
の
は
じ
め
か
ら
開
始
さ
れ
た
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
公
判
の
経
過
と
そ
の
結
末
を
、
郵
便
報
知
新
聞
の
報
道
に
よ
っ
て
辿
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。



〇
二
月
五
日
・
郵
便
報
知
新
聞

　
大
審
院
に
於
て
破
殿
せ
ら
れ
、
横
浜
重
罪
裁
判
所
へ
移
さ
れ
た
る
小
笠
原
兇
徒
聚
衆
事
件
に
係
れ
る
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
、
斎
藤
駿
外
四
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
董
）
　
　
　
　
（
3
5
）

公
判
は
、
裁
判
長
原
田
判
事
、
検
察
官
草
野
検
事
、
弁
護
人
林
和
一
、
小
笠
原
久
平
の
両
氏
に
て
、
去
月
廿
三
目
よ
り
二
日
間
開
廷
せ
し
に
、
小
笠
原

島
よ
り
二
人
の
証
人
呼
立
を
要
す
る
事
と
な
り
、
一
時
右
公
判
を
中
止
し
た
り
し
が
、
弥
々
明
後
七
日
午
前
十
時
よ
り
開
廷
す
る
こ
と
に
な
り
。

　
横
浜
重
罪
裁
判
所
は
、
横
浜
始
審
裁
判
所
内
で
開
か
れ
る
訴
訟
法
上
の
裁
判
所
で
あ
り
、
原
田
判
事
と
あ
る
の
は
、
同
始
審
裁
判
所
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

事
原
田
種
徳
、
草
野
検
事
と
あ
る
の
は
同
裁
判
所
検
事
草
野
宜
隆
で
あ
る
。
二
名
の
陪
席
判
事
の
氏
名
は
明
ら
か
で
な
い
。

明治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

〇
二
月
九
日
・
郵
便
報
知
新
聞

　
横
浜
重
罪
裁
判
所
に
て
公
判
中
止
と
な
り
居
り
し
小
笠
原
兇
徒
彌
集
事
件
の
被
告
人
山
崎
太
平
外
六
名
の
公
判
は
、
予
定
の
通
り
一
昨
七
日
午
前
九

時
四
十
分
よ
り
開
廷
し
た
り
。
同
日
も
事
実
の
審
問
の
み
に
て
閉
廷
し
、
尚
ほ
証
人
着
港
の
上
に
て
開
廷
す
る
こ
と
と
な
り
、
其
期
旧
は
未
定
な
り
と
．

〇
四
月
二
十
九
日
・
郵
便
報
知
新
聞

　
　
ハ
ま
ま
ロ

　
横
浜
軽
罪
裁
判
所
に
於
て
、
久
し
く
中
止
と
な
り
居
り
し
小
笠
原
兇
徒
囎
集
事
件
の
公
判
は
、
去
廿
七
日
開
廷
せ
り
。
同
日
は
元
小
笠
原
島
在
勤
東

京
府
出
張
所
長
代
理
南
川
将
一
、
十
等
属
直
井
真
澄
、
雇
平
田
初
の
三
氏
証
人
と
し
て
出
頭
し
、
東
京
府
よ
り
は
八
等
属
岡
村
瑞
氏
が
傍
聴
せ
り
。
弁

護
人
は
林
和
一
、
小
笠
原
久
吉
両
氏
に
て
種
々
審
間
弁
論
あ
り
し
末
、
被
告
人
山
崎
太
平
外
六
名
は
無
罪
と
言
渡
さ
れ
た
り
。
右
に
付
き
曾
て
同
件
に

て
附
和
随
行
の
廉
を
以
て
処
刑
を
受
け
た
る
五
十
余
名
の
者
も
上
告
を
為
す
ぺ
し
と
云
ふ
。

　
こ
の
郵
便
報
知
の
報
道
で
は
、
全
員
が
無
罪
に
な
っ
た
理
由
も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
「
附
和
随
行
」
者
「
五
十
余
名
」
否
、
実
際
に

は
後
述
の
ご
と
く
三
十
九
名
で
あ
る
が
、
彼
等
の
「
上
告
」
の
件
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
す
で
に
「
上
告
」
期
限
は
切
れ
て
い
る
筈
だ
か

　
　
　
（
3
8
）

ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
上
告
」
と
い
う
の
は
、
後
述
の
再
審
請
求
の
意
味
か
も
知
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
四
月
二
十
九
日
・
毎
日
新
聞
は
、
そ
の
辺
の
事
情
を
、
や
や
明
確
に
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
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小
笠
原
島
兇
徒
聚
衆
事
件
の
無
罪
　
同
事
件
の
被
告
人
山
崎
太
平
、
北
川
酉
之
助
、
斎
藤
駿
、
吉
野
善
之
、
川
島
卯
八
、
富
田
伊
三
郎
、
奥
山
竹
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
七
人
は
、
代
言
人
小
笠
原
久
吉
、
林
和
一
両
氏
の
弁
護
に
て
、
去
る
二
月
二
日
よ
り
横
浜
重
罪
裁
判
所
に
て
、
十
年
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
る
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）
（
4
0
）

付
、
審
問
も
余
程
詳
密
に
渉
り
、
一
昨
日
新
な
る
証
人
十
三
名
の
訊
問
も
結
了
し
、
検
察
官
は
罪
と
な
る
べ
き
証
拠
充
分
な
ら
ざ
る
に
付
、
公
訴
権
を

放
棄
す
と
陳
べ
、
弁
護
人
小
笠
原
久
吉
氏
は
本
件
は
去
る
二
月
以
来
充
分
な
審
問
に
依
り
て
、
被
告
人
等
が
東
京
出
張
所
へ
向
ひ
、
議
員
の
改
革
、
議

長
の
告
訴
、
布
達
類
取
消
願
、
蓄
穀
米
割
戻
し
願
等
を
、
多
人
数
に
て
為
し
た
る
も
暴
行
脅
迫
其
他
法
律
上
囎
集
の
文
字
に
適
す
べ
き
行
為
毫
も
之
れ

な
く
、
刑
法
の
刑
裁
を
受
く
可
き
者
に
非
さ
る
こ
と
を
弁
じ
、
林
和
一
氏
は
尚
ほ
詳
密
に
右
等
の
所
為
の
罪
と
な
ら
ざ
る
事
及
被
告
人
等
が
父
母
妻
子

一
同
の
銀
難
に
陥
り
た
る
事
情
を
陳
べ
し
が
、
暫
く
あ
り
て
法
官
は
一
同
に
対
し
到
底
罪
と
な
る
べ
き
証
拠
充
分
な
ら
ざ
る
に
付
、
無
罪
且
放
免
を
言

渡
さ
れ
た
り
。
尤
も
附
和
随
行
し
た
る
者
五
十
余
名
は
、
曾
て
軽
罪
裁
判
所
に
て
処
刑
を
受
け
、
現
に
服
役
中
な
る
が
、
此
等
の
為
に
は
直
に
非
常
上

告
を
為
す
筈
な
り
と
云
ふ
。
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こ
の
毎
日
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
横
浜
の
裁
判
は
二
月
二
日
よ
り
開
か
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
前
掲
の
郵
便
報
知
新
聞
の
報
道
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

月
五
日
）
で
は
、
一
月
二
十
三
目
か
ら
開
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
毎
日

新
聞
の
記
事
に
よ
り
、
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
判
決
の
結
果
だ
け
は
正
確
に
判
明
す
る
．
即
ち
検
察
官
が
「
犯
罪
事
実
な
し
」
と
の
立
場
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
（
4
3
）

ら
公
訴
権
を
放
棄
し
、
そ
れ
が
た
め
裁
判
所
が
全
員
に
無
罪
を
宣
告
し
た
の
で
あ
る
．
そ
し
て
ま
た
、
島
の
軽
罪
裁
判
所
で
、
附
和
随
行

と
し
て
有
罪
が
確
定
し
て
い
た
者
（
実
際
は
五
十
余
名
で
は
な
く
三
十
九
名
）
に
対
し
て
は
、
大
審
院
検
事
長
の
非
常
上
告
が
行
わ
れ
る
予
定

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
検
察
官
が
「
犯
罪
事
実
な
し
」
と
み
と
め
る
に
至
っ
た
キ
メ
手
は
、
事
件
当
時
の
東
京
府
出
張
所
長
代
理
南
川
将
一
お
よ
び
そ
の
当
時

在
島
職
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
十
等
属
直
井
真
澄
、
雇
平
田
初
（
こ
の
直
井
、
平
田
の
両
名
が
、
前
掲
二
月
九
日
．
郵
便
報
知
新
聞
の
記
事
に

あ
る
島
よ
り
召
喚
さ
れ
た
と
い
う
証
人
で
あ
ろ
う
）
の
証
言
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
犯
罪
事
実
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
、
検
察
官
の
公
訴
権
施
棄
に
よ
っ
て
、
主
犯
の
無
罪
が
確
定
し
た
か
ら
に
は
、
「
附
和
随
行
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（
4
5
）

者
」
と
し
て
一
審
判
決
に
服
罪
、
刑
が
確
定
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
大
審
院
検
事
長
の
非
常
上
告
が
あ
り
う
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

前
掲
毎
日
新
聞
の
記
事
は
、
正
し
い
推
測
を
伝
え
た
と
み
て
い
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
事
件
直
後
の
明
治
十
八
年
六
月
二
十
五
日
、
島
の
東
京
府
出
張
所
の
軽
罪
裁
判
で
、
「
附
和
随
行
」
者
と
し
て
罰
金
、
科

料
の
刑
が
確
定
し
て
い
た
三
十
九
名
は
．
こ
の
非
常
上
告
を
待
た
ず
に
、
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
判
決
の
出
た
翌
五
月
の
二
十
三
日
、
大
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
（
4
7
）

院
に
対
し
て
再
審
の
請
求
を
行
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
犯
罪
事
実
な
し
」
と
し
て
主
犯
が
無
罪
に
な
っ
た
か
ら
、
「
附
和
随
行
」
の
者
も

当
然
に
無
罪
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
訴
に
対
し
、
大
審
院
は
同
年
十
一
月
十
八
日
、
そ
れ
を
棄
却
し
た
。
大
審
院
会
議
局
の
裁
判
長
は
第
一
局
長
代
理
評
定
官
寛
元
治
、

陪
席
評
定
官
は
河
口
定
義
、
土
師
経
典
、
山
本
昌
行
、
島
田
正
三
郎
、
書
記
は
石
阪
義
雄
、
立
会
検
察
官
は
検
事
名
村
泰
蔵
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

却
下
の
理
由
は
二
点
、
第
一
点
は
科
料
の
刑
は
違
警
罪
の
刑
で
あ
り
（
刑
法
第
九
条
）
、
そ
れ
は
再
審
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
（
治
罪
法
第
四

　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

三
九
条
）
、
第
二
点
は
罰
金
の
刑
は
軽
罪
の
刑
で
あ
る
か
ら
再
審
の
対
象
に
は
な
る
が
（
刑
法
第
八
条
、
治
罪
法
第
四
三
九
条
）
、
し
か
し
被
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

人
の
再
審
請
求
理
由
は
、
治
罪
法
第
四
三
九
条
に
明
示
さ
れ
て
い
る
再
審
の
原
因
に
該
当
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
棄
却
理

由
は
、
治
罪
法
の
規
定
に
照
せ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
全
く
疑
う
余
地
が
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
再
審
請
求
に
よ
っ
て
、
非
常
上
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

機
会
は
永
久
に
失
わ
れ
た
。
三
十
九
名
の
関
係
者
は
、
採
る
べ
き
措
置
を
誤
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
等
は
非
常
上
告
を
待
つ
べ

ぎ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
そ
の
ほ
か
、
非
常
上
告
の
対
象
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
者
が
、
も
う
一
人
い
る
。
そ
れ
は
東
京
重
罪
裁
判
所
の
第
一
審
判
決
に

服
罪
し
て
牢
死
し
た
岩
田
与
三
郎
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
に
対
し
て
非
常
上
告
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
全
く
な
い
。
当
時
の
検
察
当
局
の

見
解
は
、
死
亡
し
た
関
係
者
に
対
し
て
は
非
常
上
告
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
明
治
憲
法
発
布
に
伴
う
大
赦
令
（
勅
令
第
一
二
号
）
に
よ
っ
て
、
多
く
の
犯
罪
者
が
赦
免
さ
れ
た
。
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
53
）

第
二
二
七
条
の
兇
徒
聚
衆
の
罪
に
問
わ
れ
た
者
も
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
前
述
の
岩
田
与
三
郎
お
よ
び
「
附
和
随
行
」
者
三
十
九
名

33
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（
54
）

も
、
当
然
に
大
赦
の
対
象
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
こ
の
大
赦
に
よ
り
、
小
笠
原
島
兇
徒
聚
衆
事
件
に
関
す
る
法
律
的
措
置
は
、
全
て
完
了
し
た
と
み
て
い
い
。

　
（
1
）
　
明
治
十
八
年
当
時
、
定
期
便
は
年
四
回
で
あ
っ
た
（
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
』
・
二
二
五
頁
）
。

　
（
2
）
　
小
野
田
元
熈
「
小
笠
原
巡
回
略
記
」
（
明
治
十
八
年
）
・
七
頁
。

　
（
3
）
　
小
野
田
・
前
掲
書
・
二
頁
．
松
本
健
一
氏
は
、
小
野
田
も
こ
の
兇
徒
聚
衆
事
件
「
取
調
」
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
が

　
　
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ン
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
二
六
〇
頁
）
、
小
野
田
の
派
遣
は
、
監
獄
立
地
事
情
の
調
査
で
あ
っ
て
、
事
件
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
彼

　
　
は
前
掲
「
小
笠
原
巡
回
略
記
」
の
中
で
、
事
件
に
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
因
み
に
、
松
本
氏
は
小
笠
原
に
設
置
が
計
画
さ
れ
た
監
獄
は
、
東
京
監

　
　
獄
の
別
房
で
あ
る
と
し
、
「
別
房
」
の
意
味
を
分
監
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
、
・
三
ー
ソ
論
」
・
一
五
七

　
　
頁
、
一
五
九
頁
、
一
六
六
頁
、
一
七
四
頁
等
参
照
）
。
し
か
し
、
「
別
房
」
と
い
う
の
は
明
治
十
四
年
の
監
獄
則
（
太
政
官
達
第
八
一
号
）
第
三
〇
条

　
　
「
刑
期
満
限
ノ
後
頼
ル
ヘ
キ
所
ナ
キ
者
ハ
其
情
状
二
由
リ
監
獄
中
ノ
別
房
二
留
メ
生
業
ヲ
営
マ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
』
と
い
う
者
お
よ
び
明
治
十
四
年

　
　
の
刑
法
附
則
（
太
政
官
布
告
第
六
七
号
）
第
三
二
条
「
監
視
二
付
ス
ル
者
住
居
ナ
ク
及
引
取
人
ナ
キ
時
ハ
其
期
限
内
監
獄
中
ノ
別
房
二
留
置
シ
工
業

　
　
ヲ
為
サ
シ
メ
又
ハ
使
役
二
供
ス
住
居
遠
地
二
在
テ
帰
著
ス
ル
資
力
ナ
キ
者
亦
同
シ
」
の
者
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
「
別
房
留
置
者
」
を
収
容
す
る
施
設

　
　
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
監
獄
の
一
般
的
な
分
監
の
こ
と
で
は
な
い
。

　
（
4
）
　
小
野
田
・
前
掲
「
小
笠
原
巡
回
略
記
」
・
七
頁
。
松
本
健
一
氏
は
「
事
件
が
内
地
に
伝
わ
る
や
否
や
…
…
南
貞
助
は
そ
の
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
」

　
　
（
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
一
六
頁
）
と
い
わ
れ
て
、
あ
た
か
も
彼
が
事
件
の
責
任
を
採
っ
て
更
迭
さ
れ
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
彼
は
直
に
外
務
省
へ
転
じ
て
香
港
領
事
に
就
任
し
て
い
る
（
明
治
十
八
年
七
月
「
官
員
録
」
上
・
一
三
枚
裏
）
。
領
事
の
職
は
奏
任
六
等
官
（
府
県

　
　
で
い
え
ば
、
知
事
の
下
の
大
書
記
官
に
該
当
す
る
）
で
あ
る
か
ら
、
東
京
府
準
奏
任
の
御
用
掛
よ
り
上
位
で
あ
り
、
懲
罰
的
な
更
迭
と
は
到
底
考
え

　
　
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、
南
は
そ
の
後
農
商
務
省
商
務
局
次
長
な
ど
に
就
任
、
大
正
四
年
に
逝
去
し
た
（
森
谷
秀
亮
「
南
貞
助
自
伝
『
宏
徳
院
御
略

　
　
歴
』
」
・
「
新
旧
時
代
」
昭
和
二
年
十
月
号
・
二
七
頁
、
三
二
頁
）
。

　
　
　
立
木
兼
善
は
旧
名
林
轍
之
丞
、
淡
路
の
人
、
明
治
維
新
後
、
若
松
県
権
知
事
、
福
島
県
権
知
事
．
長
野
県
権
令
、
福
岡
県
令
な
ど
を
歴
任
、
明
治

　
　
八
年
四
等
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
東
京
上
等
裁
判
所
勤
務
、
翌
九
年
横
浜
裁
判
所
長
、
十
二
年
二
月
免
官
、
十
八
年
六
月
八
日
に
東
京
府
御
用
掛
（
準

　
　
奏
任
）
、
小
笠
原
出
張
所
長
、
十
九
年
十
一
月
小
笠
原
島
司
、
二
十
年
二
月
免
官
、
任
警
視
庁
二
等
警
視
（
「
百
官
履
歴
」
下
・
五
一
七
頁
以
下
、
前

　
　
掲
「
司
法
沿
革
誌
」
・
五
九
七
頁
、
中
原
英
典
「
園
田
安
賢
履
歴
ノ
ー
ト
」
上
・
「
敬
冨
察
研
究
」
第
四
九
巻
六
号
・
昭
和
五
十
三
年
・
三
二
頁
、
三
六

　
　
頁
ー
三
七
頁
）
。
そ
の
後
の
経
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
福
岡
県
令
、
横
浜
裁
判
所
長
を
歴
任
し
た
立
木
が
、
出
張
所
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
東
京
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府
が
．
事
件
後
の
小
笠
原
の
施
政
を
余
程
重
視
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
、

（
5
）
　
小
野
田
・
前
掲
「
小
笠
原
巡
回
略
記
」
・
七
頁
、
九
頁
．

（
6
）
　
本
文
に
引
用
し
た
「
小
笠
原
島
志
」
の
記
事
に
よ
る
（
本
稿
一
二
頁
i
一
三
頁
・
参
照
）
。
な
お
、
予
審
は
軽
罪
、
重
罪
を
問
わ
ず
、
全
て
始

審
裁
判
所
〈
軽
罪
裁
判
所
〉
の
所
管
で
あ
る
（
治
罪
法
第
五
四
条
）
．

（
7
）
　
治
罪
法
第
一
〇
七
条
「
検
事
犯
罪
ノ
捜
査
ヲ
終
リ
タ
ル
時
ハ
左
ノ
手
続
ヲ
為
ス
可
シ
…
…
軽
罪
ト
思
料
シ
タ
ル
事
件
二
付
テ
ハ
其
軽
重
難
易
二

従
ヒ
予
審
ヲ
求
メ
又
ハ
直
二
軽
罪
裁
判
所
二
其
訴
ヲ
為
ス
可
シ
」
。

（
8
）
　
東
京
府
出
張
所
の
職
員
で
、
司
法
省
職
員
を
兼
ね
て
い
た
者
は
、
前
述
の
ご
と
く
判
事
捕
が
河
出
良
二
、
十
六
等
出
仕
が
石
垣
永
助
と
中
島
藤

州
、
十
七
等
出
仕
が
喜
多
悦
蔵
で
あ
っ
た
が
（
本
稿
八
頁
・
参
照
）
、
あ
ら
た
に
島
に
派
遣
さ
れ
た
東
京
府
四
等
属
矢
野
湛
は
判
事
補
を
、
九
等
属

佐
藤
虎
次
郎
と
岡
村
端
は
十
六
等
出
仕
を
兼
ね
て
い
た
（
明
治
十
八
年
八
月
「
官
員
録
」
上
・
二
三
八
枚
裏
、
二
三
九
枚
表
）
。
出
仕
は
前
に
も
述

ぺ
た
ご
と
く
書
記
の
役
を
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
．
こ
の
司
法
省
兼
任
者
の
増
員
は
、
多
く
の
軽
罪
犯
を
島
内
で
処
理
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
み
て

　
い
い
。

（
9
）
　
本
文
に
引
用
し
た
公
訴
状
の
記
事
に
よ
る
（
本
稿
一
六
頁
・
参
照
）
。
な
お
、
故
障
申
立
を
裁
く
会
議
局
は
判
事
三
名
で
構
成
さ
れ
る
筈
で
あ

る
が
（
治
罪
法
第
二
三
六
条
）
、
島
で
は
治
罪
法
に
よ
ら
な
い
特
例
が
許
さ
れ
て
い
た
か
ら
（
本
稿
八
頁
・
参
照
）
、
ど
ん
な
構
成
で
行
わ
れ
た
か
明

　
ら
か
で
な
い
．

（
10
）
　
明
治
十
八
年
七
月
八
日
・
時
事
新
報
。

（
1
1
）
　
片
岡
巡
査
長
と
、
巡
査
の
大
半
が
残
留
し
た
の
は
、
事
件
後
の
余
波
を
警
戒
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
行
の
帰
京
年
月
日
は
不
明
で
あ

　
る
。

（
1
2
）
　
松
本
健
一
氏
は
、
判
事
一
行
が
帰
京
し
て
か
ら
府
知
事
が
告
発
を
決
定
し
．
ま
た
被
告
が
東
京
へ
到
着
し
て
か
ら
も
予
審
が
行
わ
れ
た
と
い
わ

れ
る
が
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ン
論
」
・
一
六
六
頁
）
。
本
文
で
述
べ
た
ご
と
く
予
審
は
す
で
に
島
で
終
結
済
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に

告
発
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
東
京
で
予
審
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
松
本
氏
の
記
述
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
も
新
聞
記
事
に
よ
る

も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
な
誤
報
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
治
罪
法
第
一
七
〇
条
「
予
審
判
事
ハ
検
事
民
事
原
告
人
又
ハ
被
告
人
ヨ
リ
証
人
ト
シ
テ
指
名
シ
タ
ル
者
ヲ
呼
出
ス
可
シ
（
下
略
）
」
。

（
1
4
）
　
治
罪
法
第
二
八
六
条
「
予
審
二
於
テ
訊
問
シ
タ
ル
証
人
ハ
更
二
之
ヲ
呼
出
ス
コ
ト
ヲ
得
（
下
略
）
」
。

（
1
5
）
　
治
罪
法
第
三
八
三
条
「
検
察
官
及
ヒ
民
事
原
告
人
ノ
請
求
二
因
リ
呼
出
シ
タ
ル
証
人
ノ
氏
名
目
録
ハ
開
廷
ヨ
リ
一
日
前
之
ヲ
被
告
人
二
送
達
ス

　
ヘ
シ
　
被
告
人
ノ
請
求
二
因
リ
呼
出
シ
タ
ル
証
人
ノ
氏
名
目
録
ハ
同
上
ノ
期
限
内
二
書
記
ヨ
リ
之
ヲ
検
察
官
二
送
致
シ
云
々
（
下
略
）
」
。
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（
1
6
）
本
稿
一
八
頁
註
11
・
参
照
。

（
17
）
　
明
治
十
九
年
一
月
三
十
日
、
三
十
一
日
・
郵
便
報
知
新
聞
。

（
18
）
　
註
16
に
同
じ
．

（
1
9
）
　
刑
法
第
八
九
条
「
重
罪
軽
罪
違
警
罪
ヲ
分
タ
ス
所
犯
情
状
原
諒
ス
可
キ
者
ハ
酌
量
シ
テ
本
刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
（
下
略
ご
、
第
九
〇
条

　
「
酌
量
減
軽
ス
可
キ
者
ハ
本
刑
二
一
等
又
ハ
ニ
等
ヲ
減
ス
」
．

（
20
）
　
刑
法
第
六
九
条
「
軽
懲
役
二
該
ル
者
減
軽
ス
可
キ
時
ハ
ニ
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
二
処
ス
ル
ヲ
以
テ
一
等
ト
為
ス
（
下
略
）
」
。

（
2
1
）
　
こ
の
判
決
直
後
の
二
月
十
三
日
、
中
沢
判
事
は
徳
島
始
審
裁
判
所
長
へ
転
出
し
た
（
前
掲
「
司
法
沿
革
誌
」
・
六
七
三
頁
）
。
松
本
健
一
氏
は
、

　
こ
の
更
迭
を
「
左
遷
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
一
六
八
頁
．
「
重
罪
裁
判
所
長
」
が
「
始
審
裁
判
所
長
」

　
へ
の
転
出
を
、
松
本
氏
は
降
格
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
．
し
か
し
、
両
者
は
比
較
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
．
「
重
罪
裁
判
所
」
は
訴
訟
法
上
の

　
裁
判
所
名
で
あ
る
の
に
対
し
「
始
審
裁
判
所
」
は
官
制
上
の
裁
判
所
名
で
あ
り
、
次
元
が
異
な
る
。
中
沢
判
事
の
官
制
上
の
裁
判
所
に
お
け
る
地
位

　
は
、
東
京
控
訴
裁
判
所
の
ヒ
ラ
の
判
事
で
あ
り
、
明
治
十
八
年
八
月
現
在
で
み
る
と
、
十
六
名
の
判
事
中
六
番
目
、
な
お
、
川
村
判
事
は
八
番
目
、

　
中
御
門
判
事
は
十
五
番
目
で
あ
る
（
昭
和
十
八
年
八
月
「
官
員
録
」
・
二
〇
〇
枚
裏
ー
二
〇
一
枚
表
）
。
控
訴
裁
判
所
の
判
事
（
所
長
は
別
で
あ
る
）

　
と
、
始
審
裁
判
所
長
は
ほ
ぽ
同
格
で
あ
る
が
、
管
理
職
と
い
う
意
味
で
は
、
始
審
裁
判
所
長
が
上
位
と
も
い
え
る
。
中
沢
の
転
出
は
、
寧
ろ
栄
転
で

　
あ
る
。

（
2
2
）
（
2
3
）
　
明
治
十
九
年
十
月
二
十
七
日
・
朝
野
新
聞
．

（
2
4
）
　
最
高
裁
判
所
保
管
の
判
決
正
本
に
よ
る
．
明
治
十
九
年
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
・
朝
野
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
審
院
判
決
文
に
は
、

　
一
部
に
誤
記
が
あ
る
。

（
2
5
）
本
稿
一
八
頁
註
1
1
・
参
照
。

（
2
6
）
　
註
四
・
参
照
。

（
27
）
　
註
20
・
参
照
．

（
2
8
）
治
罪
法
第
三
九
二
条
「
裁
判
長
ハ
前
条
ノ
訊
問
ヲ
終
リ
タ
ル
後
証
愚
ヲ
差
出
ス
ニ
従
ヒ
其
証
愚
二
付
キ
弁
解
ヲ
為
シ
且
自
己
ノ
利
益
ト
為
ル
可

　
キ
反
証
ヲ
差
出
ス
ヲ
得
可
キ
コ
ト
ヲ
被
告
人
二
告
知
ス
ヘ
シ
」
。

（
2
9
）
　
本
稿
一
八
頁
註
1
1
・
参
照
。

（
30
）
　
治
罪
法
第
四
二
五
条
「
開
廷
ノ
目
ニ
ハ
公
廷
二
於
テ
専
任
判
事
其
報
告
書
ヲ
朗
読
ス
可
シ
　
検
事
長
及
ヒ
代
言
人
ハ
各
其
趣
意
ヲ
弁
明
ス
可
シ

　
（
下
略
）
」
。
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（
3
1
）
治
罪
法
第
二
六
五
条
「
被
告
人
ハ
公
廷
二
於
テ
身
体
ノ
拘
束
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
（
下
略
）
」
。

（
32
）
　
治
罪
法
第
四
一
〇
条
「
検
察
官
及
ヒ
被
告
人
ハ
予
審
又
ハ
公
判
ノ
言
渡
二
対
シ
左
ノ
場
合
二
於
テ
上
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
（
中
略
）
九
事
実
及

　
ヒ
法
律
二
依
リ
言
渡
ノ
理
由
ヲ
付
セ
ス
又
ハ
其
理
由
ノ
翻
齪
ア
ル
時
　
十
一
越
権
ノ
処
分
ア
ル
時
（
下
略
）
」
．

（
3
3
）
治
罪
法
第
四
二
八
条
「
大
審
院
二
於
テ
予
審
又
ハ
公
判
ノ
言
渡
二
対
ス
ル
上
告
二
付
キ
破
殿
ノ
原
由
ア
リ
ト
ス
ル
時
ハ
其
言
渡
ノ
全
部
ヲ
破
殿

　
シ
其
事
件
ヲ
他
ノ
裁
判
所
二
移
ス
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
可
シ
（
下
略
）
」
。

（
34
）
　
松
本
健
一
氏
は
「
大
審
院
は
原
判
決
を
破
棄
し
、
裁
判
差
戻
し
を
命
じ
、
審
理
を
横
浜
重
罪
裁
判
所
に
移
し
た
。
東
京
の
裁
判
を
横
浜
に
移
し

　
た
こ
と
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
上
告
に
さ
き
だ
っ
て
、
こ
の
事
件
の
裁
判
長
だ
っ
た
東
京
重
罪
裁
判
所
第
一
期
裁
判
長
の
中
沢
重
業

が
、
徳
島
始
審
裁
判
所
所
長
へ
と
更
迭
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
は
お
そ
ら
く
左
遷
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
註
2
1
．
参
照
ー
手
塚
註
）
。
こ
の

左
遷
の
原
因
が
こ
の
事
件
の
有
罪
判
決
と
関
係
あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
左
遷
を
め
ぐ
る
事
情
が
裁
判
所
が
束
京
か
ら
横
浜
に
移
っ
た

　
こ
と
と
関
連
を
も
つ
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
杏
と
し
て
知
れ
な
い
」
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
一
六
八
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
審
院
が
判
決
を
破
殿
移
送
す
る
場
合
、
「
原
裁
判
所
二
接
近
シ
タ
ル
同
等
ノ
裁
判
所
ヲ
定
示
ス
可
」
き
こ
と
は
、
治
罪
法
第
四
三
三
条
の
明
記
す

　
る
と
こ
ろ
、
こ
の
場
合
、
横
浜
へ
移
送
し
た
こ
と
は
、
そ
の
規
定
に
従
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
松
本
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
「
理
由
は
不
明
」
で

　
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
と
中
沢
判
事
の
転
任
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
松
本
氏
の
見
解
は
、
著
し
い
誤
解
で
あ
る
。

（
3
5
）
松
本
健
一
氏
は
「
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
再
審
で
は
、
小
笠
原
に
か
わ
っ
て
林
和
一
が
弁
護
人
と
な
っ
た
」
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ン
、
・
』
ー

　
ソ
論
」
・
一
六
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
誤
り
で
、
小
笠
原
も
林
と
共
に
弁
護
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
3
6
）
　
明
治
二
十
四
年
四
月
「
改
正
官
員
録
」
甲
・
一
四
一
頁
表
。

（
3
7
）
　
当
時
の
横
浜
始
審
裁
判
所
に
は
、
所
長
の
判
事
岡
村
輝
彦
、
原
田
判
事
を
の
ぞ
ぎ
、
他
の
判
事
と
し
て
平
田
小
三
郎
、
入
江
鷹
之
助
、
寺
尾
亨
、

　
　
小
野
衛
門
太
、
山
本
守
時
の
五
判
事
が
在
職
し
て
い
た
（
註
3
6
に
同
じ
）
。
こ
の
中
の
二
名
が
陪
席
判
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
．

（
3
8
）
治
罪
法
第
四
一
四
条
に
よ
り
「
上
告
ノ
期
限
ハ
三
日
」
で
あ
る
か
ら
、
島
の
軽
罪
裁
判
所
で
有
罪
判
決
を
う
け
た
と
思
わ
れ
る
附
和
随
行
者
の

　
上
告
期
限
は
、
す
で
に
切
れ
た
筈
で
あ
る
．

（
39
）
　
全
員
が
「
十
年
」
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
誤
報
で
あ
る
（
本
文
に
引
用
の
東
京
重
罪
裁
判
所
の
判
決
、
本
稿
二
五
頁

　
・
参
照
）
。

（
4
0
）
　
三
名
の
誤
り
で
あ
ろ
う
（
本
文
に
引
用
の
四
月
二
十
九
目
・
郵
便
報
知
新
聞
の
記
事
・
参
照
）
．

（
4
1
）
　
毎
日
新
聞
と
ほ
ぼ
同
様
の
報
道
を
し
て
い
る
四
月
二
十
九
目
・
時
事
新
報
の
記
事
も
「
二
月
二
日
」
説
を
採
っ
て
い
る
．

（
4
2
）
　
当
時
の
新
聞
報
道
で
、
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
判
決
文
を
掲
載
し
た
も
の
は
、
私
の
知
る
限
り
見
当
ら
な
い
．
当
時
の
判
決
原
本
は
、
横
浜
地
方
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裁
判
所
検
事
局
に
保
管
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、
関
東
大
震
災
の
折
、
同
裁
判
所
は
全
焼
し
た
の
で
、
判
決
原
本
は
焼
失
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

（
4
3
）
検
察
官
が
公
訴
を
拡
棄
し
て
も
、
裁
判
所
は
「
相
当
」
の
判
決
を
下
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
治
罪
法
第
三
〇
一
条
）
。

（
4
4
）
事
件
当
時
の
所
長
代
理
の
南
川
は
、
予
審
に
お
い
て
も
ま
た
第
一
審
裁
判
に
お
い
て
も
証
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
僅
か
に
彼
の
「
申
立
」
書

が
、
第
一
審
裁
判
の
証
拠
に
採
用
さ
れ
て
い
る
（
本
文
に
引
用
の
第
一
審
判
決
文
参
照
）
．
東
京
府
出
張
所
か
ら
府
知
事
宛
と
思
わ
れ
る
第
一
報
が

南
川
の
執
筆
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
の
内
容
は
住
民
の
行
動
を
そ
れ
ほ
ど
強
く
非
難
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
し
も
「
警
視
庁
史

　
稿
」
は
「
誇
大
」
な
報
告
と
み
と
め
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
す
で
に
本
文
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
（
本
稿
一
一
頁
、
一
七
頁
・
参
照
）
．
証
人
と
し

　
て
横
浜
の
法
廷
に
臨
ん
だ
南
川
は
、
こ
ん
ど
は
「
誇
大
」
で
な
い
証
言
を
行
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
4
5
）
　
治
罪
法
第
四
三
五
条
「
法
律
二
於
テ
罰
セ
サ
ル
所
為
二
対
シ
刑
ヲ
言
渡
シ
又
ハ
相
当
ノ
刑
ヨ
リ
重
キ
刑
ヲ
言
渡
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
定
期
内
二

上
訴
ス
ル
者
ナ
ク
シ
テ
其
裁
判
言
渡
確
定
シ
タ
ル
時
ハ
大
審
院
検
事
長
ヨ
リ
司
法
卿
ノ
命
二
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
何
時
ニ
テ
モ
非
常
上
告
ヲ
為
ス

　
コ
ト
ヲ
得
非
常
上
告
ア
リ
タ
ル
時
ハ
原
裁
判
言
渡
ヲ
破
殿
シ
大
審
院
二
於
テ
直
チ
ニ
裁
判
言
渡
ヲ
為
ス
可
シ
」
。

（
4
6
）
　
明
治
二
十
年
十
一
月
十
八
目
・
大
審
院
判
決
（
明
治
二
十
年
甲
第
一
四
八
七
号
・
再
審
）
正
本
（
最
高
裁
判
所
蔵
）
に
よ
る
．
以
下
、
再
審
に

関
す
る
記
述
は
す
ぺ
て
こ
の
判
決
文
に
よ
る
。

（
47
）
彼
等
に
は
刑
法
第
＝
一
毛
条
後
段
（
本
稿
一
八
頁
註
1
1
・
参
照
）
が
適
用
さ
れ
、
罰
金
二
円
五
十
銭
は
和
田
謙
蔵
、
服
部
初
太
郎
、
佐
々
木
通

右
衛
門
、
遠
藤
直
次
郎
、
野
瀬
村
三
郎
、
田
仕
兵
三
郎
、
和
栗
萬
作
、
平
井
貞
蔵
、
民
輪
夘
兵
衛
、
長
田
力
蔵
、
岩
楯
梅
吉
、
小
田
秀
吉
、
柴
田
直

良
の
十
三
名
、
そ
の
内
、
和
栗
万
作
は
再
犯
加
重
で
罰
金
二
円
の
四
分
の
一
増
。
罰
金
二
円
は
石
井
源
五
郎
、
川
本
高
治
郎
、
北
原
久
左
衛
門
、
塚

本
半
蔵
、
矢
本
馬
蔵
、
橋
本
喜
三
郎
、
長
谷
川
常
三
郎
、
沖
山
勇
松
、
砂
岡
伊
之
吉
、
山
本
由
松
、
高
橋
常
吉
、
河
原
竹
次
郎
の
十
二
名
、
科
料
一

円
は
浅
井
小
兵
治
．
梅
田
善
八
．
長
谷
川
治
郎
吉
．
松
崎
松
之
助
．
小
俣
与
兵
衛
．
飯
田
作
右
衛
門
．
小
林
彦
九
郎
、
新
森
福
吉
．
奥
山
良
吉
．
小

島
治
太
郎
、
新
戸
夘
之
介
、
弓
場
弥
市
郎
、
菊
池
助
次
郎
、
沖
山
彦
吉
の
十
四
名
、
こ
の
十
四
名
は
罰
金
二
円
の
二
等
減
で
科
料
一
円
に
な
っ
て
い

る
（
刑
法
第
七
〇
条
「
禁
鋼
罰
金
二
該
ル
者
減
軽
ス
可
キ
時
ハ
各
本
条
二
記
載
シ
タ
ル
刑
期
金
額
ノ
四
分
ノ
一
ヲ
減
ス
ル
ヲ
以
テ
一
等
ト
為
シ
（
下

略
）
」
）
。
罰
金
は
軽
罪
の
刑
で
あ
る
が
、
科
料
は
違
警
罪
の
刑
で
あ
る
（
刑
法
第
八
条
、
第
九
条
、
註
4
8
、
5
0
・
参
照
）
。

以
上
が
「
附
和
随
行
」
者
三
十
九
名
に
対
す
る
第
一
審
判
決
の
内
容
で
あ
る
（
前
掲
再
審
判
決
正
本
に
よ
る
）
。

（
4
8
）
　
刑
法
第
九
条
「
左
二
記
載
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
違
警
罪
ノ
主
刑
ト
為
ス
　
一
拘
留
　
二
科
料
」
。

（
4
9
）
　
治
罪
法
第
四
三
九
条
「
再
審
ノ
訴
ハ
左
ノ
場
合
二
於
テ
重
罪
軽
罪
ノ
刑
ノ
言
渡
二
対
シ
被
告
人
ノ
利
益
ノ
為
メ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
　
但
裁
判

確
定
ノ
後
二
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
　
一
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
罪
二
付
キ
刑
ノ
言
渡
ア
リ
タ
ル
後
其
言
渡
ノ
日
二
当
リ
殺
サ
レ
タ
リ
ト
認
メ
ラ

　
レ
シ
者
現
二
生
存
シ
又
ハ
犯
罪
前
既
二
死
去
シ
タ
ル
ノ
確
証
ア
リ
タ
ル
時
　
二
同
一
ノ
事
件
二
付
共
犯
二
非
ス
シ
テ
別
二
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
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ア
リ
タ
ル
時
　
三
犯
罪
ア
ル
以
前
二
作
リ
タ
ル
公
正
ノ
証
書
ヲ
似
テ
当
時
其
場
所
二
在
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
シ
タ
ル
時
　
四
被
告
人
ヲ
陥
害
シ
タ
ル

罪
二
因
リ
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ア
リ
タ
ル
時
　
五
公
正
ノ
証
書
ヲ
以
テ
訴
訟
書
類
二
偽
造
又
ハ
錯
誤
ナ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
シ
タ
ル
時
』
。
違
警
罪

が
再
審
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
5
0
）
刑
法
第
八
条
「
左
二
記
載
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
軽
罪
ノ
主
刑
ト
為
ス
　
一
重
禁
鋼
　
二
軽
禁
鋼
　
三
罰
金
』
。

（
5
1
）
註
4
9
・
参
照
．

（
5
2
）
治
罪
法
第
四
三
五
条
の
非
常
上
告
の
場
合
（
註
4
5
・
参
照
V
、
「
上
訴
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
非
常
上
告
は
行
い
え
な
い
。
再
審
の
請
求
は

　
「
上
訴
」
の
一
種
で
あ
る
（
井
上
正
一
「
目
本
治
罪
法
講
義
」
下
巻
・
明
治
二
十
三
年
・
二
二
六
頁
）
。

（
5
3
）
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
・
勅
令
第
＝
一
号
・
第
一
条
「
本
令
発
布
以
前
二
於
テ
左
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
赦
免
ス
」
。
そ
し
て
同
条

　
の
第
四
項
の
中
に
刑
法
第
一
三
七
条
が
入
っ
て
い
る
．

（
54
）
　
「
官
報
」
の
明
治
二
十
二
年
三
月
二
目
号
よ
り
三
月
十
一
日
号
に
至
る
六
回
に
亘
っ
て
、
大
赦
に
な
っ
た
者
の
氏
名
を
掲
載
し
て
い
る
が
，
そ

の
三
月
十
一
日
号
に
は
「
未
完
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
号
に
は
連
載
が
中
止
さ
れ
て
い
る
。
発
表
さ
れ

た
氏
名
の
中
に
は
、
小
笠
原
兇
徒
聚
衆
事
件
関
係
者
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
赦
を
う
け
る
罪
名
の
中
に
刑
法
第
一
三
七
条
が
入
っ
て
い
る
か

ら
に
は
、
例
外
は
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
小
笠
原
兇
徒
聚
衆
事
件
関
係
者
が
大
赦
に
な
っ
た
こ
と
は
．
確
実
と
み
て
い
い
。
明
治
二
十
年
二
月
十
二

日
・
時
事
新
報
が
報
ず
る
大
赦
関
係
事
件
の
中
に
も
「
小
笠
原
兇
徒
聚
衆
事
件
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
松
本
健
一
氏
は
，
主
犯
が
無
罪
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
事
新
報
の
記
事
を
誤
り
と
さ
れ
て
い
る
が
（
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ン
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
一
六
九
頁
）
、
同
氏
は
「
附
和
随
行
』

者
三
十
九
名
と
岩
田
与
三
郎
の
件
を
見
落
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
む
す
び

　
前
節
で
詳
述
し
た
ご
と
く
、
こ
の
事
件
は
、
島
の
東
京
府
出
張
所
の
係
員
の
誇
大
な
報
告
ー
警
察
官
も
い
な
い
島
の
こ
と
と
て
、
係

員
が
狼
狽
し
た
の
も
止
む
を
え
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
ー
に
驚
い
た
東
京
府
が
、
事
態
を
必
要
以
上
に
重
視
し
て
告
発
に
ふ
み
切

り
、
島
を
訪
れ
た
予
審
判
事
も
十
分
に
騒
擾
の
内
容
を
究
明
し
な
い
ま
ま
主
犯
の
予
審
を
終
結
、
そ
し
て
ま
た
東
京
重
罪
裁
判
所
も
そ
れ
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を
そ
の
ま
ま
支
持
し
て
関
係
者
を
有
罪
に
し
た
が
、
結
局
、
大
審
院
の
冷
静
な
判
断
に
よ
り
移
送
さ
れ
た
横
浜
重
罪
裁
判
所
の
無
罪
判
決

を
以
て
解
決
し
た
の
で
あ
る
．
云
わ
ば
、
こ
の
兇
徒
聚
衆
事
件
は
幻
の
空
中
楼
閣
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
件
が
勃
発
し
た
当
時
の
島
の
実
態
は
．
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。
事
件
直
後
、
島
を
訪
れ
た
小
野
田
元
熈
は
、
そ
の
見
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
住
民
ハ
内
地
移
住
民
及
帰
化
人
ヨ
リ
成
リ
立
チ
、
移
住
民
ハ
近
来
梢
其
数
ヲ
増
ス
ト
錐
モ
、
常
二
内
地
二
往
来
シ
出
入
定
マ
リ
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
殖
産

興
業
等
、
前
途
永
遠
ノ
経
営
ヲ
為
ス
モ
ノ
　
ナ
シ
（
中
略
）
。
而
シ
テ
内
地
移
住
民
ハ
伊
豆
七
島
ノ
人
其
半
ハ
ニ
居
リ
、
就
中
、
八
丈
島
ノ
者
尤
多
シ
。

其
他
諸
県
ノ
人
多
ク
ハ
内
地
ニ
テ
産
業
ヲ
失
ヒ
、
失
敗
破
産
頼
ル
ニ
地
ナ
キ
ノ
人
民
ニ
シ
テ
、
資
金
ハ
勿
論
、
航
海
費
ト
錐
、
容
易
二
弁
償
シ
得
サ
ル

者
ナ
ル
ガ
故
二
、
移
住
ス
ト
同
時
二
糊
ロ
ニ
奔
走
ス
ル
ニ
達
ア
ラ
ズ
、
焉
ン
ゾ
資
金
ヲ
榔
ヶ
、
開
墾
二
従
事
シ
、
遠
大
ノ
事
業
ヲ
計
画
セ
ン
ト
ス
ル
如

キ
者
ア
ラ
ン
ヤ
。
偶
々
奮
励
事
二
従
フ
モ
ノ
ア
ル
モ
、
傭
夫
ノ
賃
銀
一
日
一
人
金
三
拾
銭
以
上
ノ
高
価
ナ
ル
カ
為
メ
ニ
、
損
益
相
償
ハ
ス
．
半
途
二
沮

喪
シ
、
一
旦
着
手
ノ
土
地
モ
再
ヒ
荒
蕪
二
委
シ
、
遂
二
農
事
二
従
フ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
至
リ
、
其
局
単
二
天
産
物
二
依
頼
シ
、
或
ハ
外
国
船
ノ
入
港
ヲ
侍
ミ
．

専
ラ
僥
倖
ノ
利
ヲ
擾
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
（
中
略
）
、
其
職
ト
ス
ル
処
更
二
一
定
セ
ス
、
或
ハ
山
二
入
テ
采
樵
シ
、
或
ハ
海
二
出
テ
テ
漁
猟
シ
、

或
ハ
耕
作
牧
羊
等
、
唯
僅
カ
ニ
ロ
ヲ
糊
ス
ル
ニ
止
マ
ル
ノ
ミ
（
下
略
）
。
（
句
読
点
・
手
塚
）

40

　
当
時
、
島
へ
移
住
し
た
人
々
が
、
い
か
に
経
済
的
に
困
窮
状
態
に
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
．
島
の
自
治
組
織

で
あ
る
会
議
所
の
公
選
議
長
が
公
金
を
着
服
、
ま
た
公
選
議
員
も
十
分
に
住
民
の
た
め
の
行
動
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
不
満
と
し
た
一

般
住
民
が
、
東
京
府
出
張
所
の
係
員
に
、
議
長
の
糾
弾
そ
し
て
ま
た
儲
蓄
米
の
分
配
な
ど
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
体
組
織
内
部
の
問

題
と
し
て
解
決
を
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
住
民
自
か
ら
の
行
動
で
そ
の
目
的
を
達
し
た
．
そ
の
際
、
刑
法
第
二
二
七
条
に
云
う
「
兇
徒
多
衆

ヲ
囁
集
シ
テ
官
庁
二
喧
開
シ
官
吏
二
強
逼
シ
又
ハ
村
市
ヲ
騒
擾
」
す
る
が
如
き
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
事
件
の
真
相
と

い
え
よ
う
。
東
京
府
出
張
所
も
、
一
般
住
民
の
議
長
に
対
す
る
告
訴
だ
け
は
採
り
あ
げ
た
。
横
領
の
罪
で
処
罰
し
て
い
る
。
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松
本
健
一
氏
は
「
こ
の
事
件
こ
そ
が
自
然
発
生
的
民
権
思
想
に
立
脚
し
た
行
動
だ
っ
た
」
「
か
れ
ら
は
官
選
的
議
長
や
議
員
を
解
任
し

て
．
か
れ
ら
自
身
の
意
思
統
一
の
う
え
に
闘
争
を
構
築
し
た
：
…
か
れ
ら
は
官
選
的
会
議
所
に
対
峙
す
る
の
に
、
プ
リ
、
ミ
テ
ィ
ブ
な
直
接

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

民
主
制
を
も
っ
て
し
た
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
事
件
は
、
島
び
と
た
ち
が
生
の
闘
争
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
島
国
共
同
体
を
構

築
す
る
よ
う
な
方
向
性
を
探
り
だ
し
、
そ
の
方
向
に
む
か
っ
て
集
団
の
統
一
性
を
体
現
し
た
」
「
諸
変
革
の
発
想
の
基
準
は
す
べ
て
、
島

民
の
た
め
と
い
う
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
徹
底
化
に
よ
っ
て
官
選
的
会
議
所
を
民
選
議
会
に
ま
で
組
換
え
る
方
向
を
指
し
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
…
こ
の
諸
変
革
の
め
ざ
す
方
向
こ
そ
島
国
共
同
体
の
構
築
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
松
本
氏
の
見
解
は
、
議
長
と

議
員
が
「
官
選
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
（
本
稿
一
七
頁
註
6
．
参
照
）
、
そ
れ
を
立
証
す
る
根

拠
は
全
く
な
い
。
こ
の
事
件
は
、
住
民
が
自
ら
選
ん
だ
議
長
や
議
員
の
行
動
が
、
住
民
の
た
め
に
機
能
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
粛
正

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
．
と
く
に
本
土
国
家
の
権
力
に
反
擾
し
「
島
国
共
同
体
を
構
築
」
す
る
と
い
う
よ
う
な
企
図
が
あ
っ
た
と
は
思

　
　
（
4
）

わ
れ
な
い
。

　
ま
た
松
本
氏
は
、
小
笠
原
島
に
お
け
る
徴
兵
制
の
実
施
と
、
こ
の
事
件
の
無
罪
判
決
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
関
連
が
あ
る
も
の
と
推
理

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
「
権
力
は
こ
の
よ
う
な
事
件
の
お
こ
る
小
笠
原
を
恐
怖
し
」
「
小
笠
原
に
徴
兵
制
を
実
施
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
、
ど
う
し
て
も
兇
徒
囎
集
事
件
の
無
罪
釈
放
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
審
院
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

横
浜
始
審
裁
判
所
の
判
事
が
、
徴
兵
令
の
施
行
と
い
う
が
ご
と
き
、
政
治
的
判
断
を
考
慮
し
て
、
こ
の
事
件
の
審
理
に
当
っ
た
と
は
、
到

底
考
え
ら
れ
な
い
。
松
本
氏
の
思
い
過
し
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
事
件
は
、
結
局
は
「
無
罪
」
と
し
て
解
決
し
た
が
、
し
か
し
、
被
告
と
な
っ
た
関
係
者
の
精
神
的
、
肉
体
的
苦
労
そ
し
て
ま
た
財

　
　
　
　
（
7
）

政
的
負
担
は
、
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
余
り
に
も
大
き
な
犠
牲
が
払
わ
れ
た
と
い
え
る
。
と
く
に
、
岩

田
与
三
郎
の
獄
死
は
、
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
失
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
を
通
じ
て
の
唯
一
の
救
い
は
、
大
審
院
そ
し
て
ま
た
横
浜
重

罪
裁
判
所
が
、
事
実
の
深
奥
を
見
究
め
、
無
罪
判
決
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
司
法
権
が
厳
格
、
公
正
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
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挙
示
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
小
野
田
・
前
掲
「
小
笠
原
巡
回
略
記
」
二
一
五
頁
ー
二
六
頁
。

（
2
）
　
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
論
」
・
一
七
一
頁
－
一
七
二
頁
。

（
3
）
松
本
・
前
掲
書
・
三
〇
七
頁
i
三
〇
八
頁
。

（
4
）
　
明
治
二
十
年
六
月
二
十
八
日
・
東
京
府
達
無
号
に
よ
っ
て
会
議
所
規
則
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
東
京
府
出
張
所
の
上
申
に
「
明
治
十
六

年
九
月
第
八
百
九
十
一
号
ヲ
以
テ
当
小
笠
原
会
議
所
規
則
割
定
相
成
実
施
致
来
候
処
一
昨
十
八
年
島
民
騒
擾
解
散
以
来
数
回
ノ
選
挙
会
ヲ
開
ク
モ
僅

　
々
十
余
名
ノ
外
都
テ
承
諾
状
ヲ
呈
出
ス
ル
者
ナ
ク
今
後
数
回
ノ
投
票
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
モ
到
底
開
会
ノ
場
合
二
至
ラ
サ
ル
ハ
必
然
ノ
儀
云
々
」
と
あ
る

　
（
前
掲
「
小
笠
原
島
制
規
類
聚
」
・
一
〇
九
頁
）
。
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
者
が
す
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
住
民

　
の
「
島
国
共
同
体
」
意
識
の
稀
薄
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
み
に
、
会
議
所
に
代
わ
る
べ
き
「
村
寄
合
」
の
規
則
が
作
ら
れ
、
公

選
の
「
村
民
総
代
」
が
選
ば
れ
た
の
は
、
明
治
一
一
十
九
年
一
月
で
あ
っ
た
（
山
方
・
前
掲
「
小
笠
原
島
志
」
・
三
七
一
頁
以
下
）
。

（
5
）
　
松
本
・
前
掲
「
孤
島
コ
ソ
ミ
ュ
ー
γ
論
」
・
三
〇
七
頁
ー
三
〇
八
頁
．

（
6
）
　
松
本
健
一
氏
は
、
「
徴
兵
令
」
そ
の
も
の
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
明
治
二
十
年
当
時
、
小
笠
原
島
に
施
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
、
理
解
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
（
註
5
に
同
じ
）
、
そ
の
前
後
、
小
笠
原
島
に
「
徴
兵
令
」
は
施
行
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日
・

太
政
官
布
告
第
四
六
号
の
改
正
徴
兵
令
の
附
表
「
軍
管
区
表
」
に
．
小
笠
原
島
は
入
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日
・
法
律

第
一
号
の
改
正
徴
兵
令
第
三
三
条
に
は
「
本
令
ハ
北
海
道
二
於
テ
函
館
、
江
差
、
福
山
ヲ
除
ク
ノ
外
沖
縄
県
並
東
京
府
下
小
笠
原
島
ニ
ハ
当
分
之
ヲ

施
行
セ
ス
」
と
あ
り
、
明
治
二
十
年
当
時
、
小
笠
原
に
徴
兵
令
が
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
十
九
年
十
一

月
三
十
日
・
勅
令
第
七
三
号
で
、
明
治
十
六
年
の
前
掲
徴
兵
令
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
際
、
そ
の
第
八
条
三
項
に
「
警
備
隊
ヲ
置
キ
タ
ル
島
喚
ノ

壮
丁
ハ
悉
皆
之
ヲ
警
備
隊
二
充
テ
諸
地
内
二
於
テ
服
役
セ
シ
ム
」
の
条
項
が
追
加
さ
れ
．
さ
ら
に
ま
た
同
日
・
勅
令
第
七
五
号
で
警
備
隊
条
例
が
制

定
さ
れ
、
そ
の
第
一
条
に
は
「
小
笠
原
島
佐
渡
隠
岐
大
島
沖
縄
対
馬
ノ
諸
分
営
二
漸
次
警
備
隊
ヲ
置
ク
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
翌
二
十
年
二
月

五
目
・
陸
軍
省
令
第
三
号
で
警
備
隊
兵
卒
の
入
営
日
が
「
第
一
次
十
二
月
一
日
－
十
日
、
第
二
次
六
月
一
日
－
十
日
」
と
定
め
ら
れ
た
．
こ
れ
に
よ

り
愈
々
小
笠
原
島
に
警
備
隊
が
置
か
れ
、
同
地
の
壮
丁
の
徴
兵
が
予
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
年
四
月
十
三
目
・
時
事
新
報
が
「
東
京
鎮
台

後
備
軍
司
令
官
石
本
歩
兵
中
佐
及
び
東
京
府
兵
事
課
吏
数
名
は
…
－
弥
々
来
る
十
四
日
を
以
て
小
笠
原
島
に
出
張
し
本
年
よ
り
徴
兵
実
施
に
付
心
得

違
無
き
様
夫
等
の
主
意
を
懇
諭
す
る
都
合
な
る
よ
し
」
と
報
じ
て
い
る
の
は
、
這
般
の
状
況
も
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
の
二
十
年
に
、
小
笠
原
島
に
は
警
備
隊
は
設
置
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
壮
丁
の
徴
兵
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
．
と
い
う
の
な
、
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翌
明
治
二
十
一
年
五
月
十
二
日
・
勅
令
第
三
二
号
で
定
め
ら
れ
た
陸
軍
管
区
表
に
は
「
瞥
、
口
備
隊
設
置
迄
ハ
東
京
府
小
笠
原
島
ハ
麻
布
大
隊
区
二
属

　
ス
」
と
あ
り
、
そ
の
頃
に
ま
だ
警
備
隊
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
警
備
隊
条
例
は
、
明
治
二
十
九
年
十
二
月
九
目
・

勅
令
第
三
八
五
号
で
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
小
笠
原
に
警
備
隊
が
設
け
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
因
み
に
私
は
、
小
笠
原
に
「
徴
兵
令
」

が
完
全
に
施
行
さ
れ
た
年
月
目
を
、
い
ま
の
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら
確
認
し
え
な
い
。

（
7
）
　
大
赦
に
な
っ
た
場
合
も
、
す
で
に
支
払
わ
れ
た
罰
金
、
科
料
は
還
付
さ
れ
な
い
（
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
勅
令
第
一
二
号
・
前
掲
大
赦
令

第
四
条
）
。

　後
氏記

本
稿
起
稿
に
際
し
、
草
山
巖
氏
（
兵
庫
の
郷
土
史
家
）
、
原
田
弘
氏

（
高
崎
経
済
大
学
）
の
御
支
援
を
う
け
た
。
そ
の
学
恩
を
謝
す
．

（
東
京
の
郷
土
史
家
）
、
東
田
全
義
氏
（
慶
懸
義
塾
図
書
館
）
、
楠
精
一
郎

（
五
月
十
二
日
稿
）

朋治18年・小笠原島兇徒聚衆事件裁判考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
レ

追
記
　
明
治
二
十
年
五
月
三
十
一
目
・
朝
野
新
聞
は
「
小
笠
原
島
兇
徒
囎
集
事
件
の
山
崎
太
平
外
五
名
は
、
無
罪
と
な
り
し
を
以
て
、
附
帯
犯
者
の
こ

　
と
に
付
、
大
審
院
検
事
長
は
非
常
上
告
を
な
せ
し
か
ば
、
同
院
会
議
局
に
て
は
目
下
審
理
中
な
り
と
云
へ
り
」
と
報
じ
て
い
る
．
こ
の
報
道
が
正
し

　
い
と
す
れ
ば
、
附
帯
犯
三
十
九
名
に
対
し
て
一
旦
は
非
常
上
告
手
続
が
開
始
さ
れ
た
が
、
被
告
ら
の
再
審
請
求
（
上
訴
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
手
続
は

　
中
絶
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
六
月
二
十
四
日
記
）
。
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